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第一部 【企業情報】

 
第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

 

回次 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期

決算年月 2019年３月 2020年３月 2021年３月 2022年３月 2023年３月

売上高 (千円) 4,827,639 7,682,321 8,284,571 8,402,608 6,012,478

経常利益 (千円) 1,447,823 3,611,672 4,070,831 3,477,661 1,239,932

親会社株主に帰属する
当期純利益

(千円) 976,904 2,445,476 2,802,807 2,434,828 671,945

包括利益 (千円) 975,950 2,444,904 2,804,237 2,436,236  671,794

純資産額 (千円) 4,008,236 5,212,205 6,647,012 7,415,033 6,079,560

総資産額 (千円) 5,051,214 7,712,480 8,410,136 9,027,248 7,362,355

１株当たり純資産額 (円) 224.87 293.52 374.22 417.43 342.25

１株当たり当期純利益金額 (円) 54.82 137.32 157.81 137.07 37.83

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 79.4 67.6 79.0 82.1 82.6

自己資本利益率 (％) 25.7 53.0 47.3 34.6 10.0

株価収益率 (倍) 33.1 42.2 84.7 31.8 61.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,352,682 3,512,491 2,398,311 2,602,675 618,540

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △338,507 △197,351 △366,630 △537,216 △ 336,959

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △580,067 △1,264,559 △1,419,921 △1,686,161 △ 2,005,837

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 2,726,534 4,777,059 5,388,053 5,767,794 4,042,354

従業員数
(名)

160 157 190 203 171

(外、平均臨時雇用人員) (12) (17) (14) (21) (25)
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第８期の期首から適用してお

り、第７期に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等になっております。

３．当社は、2018年９月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施いたしまし

た。１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益額については、当該株式分割が第５期の期首に実施され

たと仮定し算出しております。
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(2) 提出会社の経営指標等

 

回次 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期

決算年月 2019年３月 2020年３月 2021年３月 2022年３月 2023年３月

営業収益 (千円) 1,248,547 1,642,634 2,717,944 2,684,147 1,953,726

経常利益 (千円) 1,055,009 1,430,351 2,492,913 2,450,342 1,499,283

当期純利益 (千円) 986,109 1,346,180 2,318,947 2,266,431 1,379,763

資本金 (千円) 818,292 830,000 855,673 865,298 865,298

発行済株式総数 (株) 17,825,310 17,833,810 17,838,310 17,839,710 17,839,710

純資産額 (千円) 3,260,275 3,365,521 4,315,038 4,913,254 4,285,750

総資産額 (千円) 3,616,562 4,842,575 4,831,908 5,292,508 4,543,196

１株当たり純資産額 (円) 182.91 189.52 242.93 276.59 241.27

１株当たり配当額
(円)

38.00 70.00 85.00 113.00 113.00

(内１株当たり中間配当額) (15.00) (25.00) (35.00) (45.00) (45.00)

１株当たり当期純利益金額 (円) 55.34 75.59 130.56 127.59 77.67

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 90.1 69.5 89.3 92.8 94.3

自己資本利益率 (％) 32.4 40.6 60.4 49.1 30.0

株価収益率 (倍) 43.8 76.7 102.4 34.1 30.1

配当性向 (％) 68.7 92.6 65.1 88.6 145.5

従業員数
(名)

7 7 7 9 6
(外、平均臨時雇用人員) (－) (－) (－) (－) (－)
株主総利回り (％) 152.8 495.0 1,148.2 380.9 215.7
(比較指標：配当込みTOPIX） (％) (95.0) (85.9) (122.1) (124.6) (131.8)

最高株価 (円)
1,905

(4,035)
7,680 19,550 16,990 5,160

最低株価 (円)
1,108

(2,398)
1,739 4,945 3,350 1,674

 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第８期の期首から適用してお

り、第７期に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等になっております。

３. 当社は、2018年９月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施いたしまし

た。１株当たり純資産額、１株当たり配当額及び１株当たり当期純利益金額については、当該株式分割が第

５期の期首に実施されたと仮定し算定しております。

４．第５期の最高株価及び最低株価は、当社株式が2018年９月27日に東京証券取引所市場第一部に銘柄指定を受

けたことから、東京証券取引所市場第一部におけるものとなっております。

５．第５期の最高株価及び最低株価については、当社は2018年９月１日を効力発生日として普通株式１株につき

２株の割合で株式分割を実施しており、株式分割前の最高株価及び最低株価を括弧内に記載しております。

なお、括弧内の最高株価及び最低株価については東京証券取引所市場第二部におけるものとなっておりま

す。

６．第６期以降の最高株価及び最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものとなっており、2022年４月

４日以降は東京証券取引所（プライム市場）におけるものであります。
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２ 【沿革】
当社は2015年２月２日に単独株式移転により株式会社アイ・アール ジャパン（以下「アイ・アールジャパン」と

いいます。）の完全親会社として設立されました。
 

（当社の沿革）

年月 概要

2015年２月

 

アイ・アールジャパンが単独株式移転の方法により当社を設立

当社の普通株式を東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）に上場
  

2015年６月 監査等委員会設置会社に移行
  

2017年６月 東京証券取引所市場第二部へ市場変更
  

2018年１月 東京都千代田区丸の内に「丸の内オフィス」を新設
  

2018年９月 東京証券取引所市場第一部へ銘柄指定
  

2021年２月 東京都千代田区丸の内に完全子会社株式会社ＪＯＩＢ（以下「JOIB」といいます。）を設立
（現連結子会社）

  

2022年４月 東京証券取引所プライム市場へ移行
  

2022年５月 東京都千代田区霞が関に完全子会社アイ・アールジャパンの完全子会社として株式会社ＩＲ
Ｊビジネスコンサルティングスタッフ（以下「BCS」といいます。）を設立（現連結子会社）

  

2022年７月 アイ・アールジャパンからBCSに対しバックオフィス事業を会社分割の方法により承継
 

 

また、当社の完全子会社アイ・アールジャパンの沿革は以下のとおりであります。
 

（アイ・アールジャパンの沿革）

年月 概要

2007年10月 株式会社アイ・アール ジャパンホールディングス（現アイ・アールジャパン）を旧株式会社

アイ・アール ジャパンのMBOを目的として、資本金10,000千円で東京都大田区に設立
  

2007年12月 本店所在地を東京都港区に置くことを臨時株主総会において決議
  

2008年２月 旧株式会社アイ・アール ジャパンを株式交換により完全子会社化
  

2008年４月 経営資源の効率化を目的とし、旧株式会社アイ・アール ジャパン（実質上の存続会社）と株

式会社アイ・アールジャパンホールディングス（形式上の存続会社）が合併。形式上の存続会
社が株式会社アイ・アールジャパンに商号変更

  

2011年３月 大阪証券取引所JASDAQ（スタンダード）に上場
  

2012年３月 第一種金融商品取引業者登録「関東財務局長（金商）第2624号」
  

2012年４月 証券代行事業を開始
  

2013年７月 大阪証券取引所現物市場の東京証券取引所への統合に伴い、東京証券取引所JASDAQ（スタン
ダード）に上場

  

2015年２月 完全親会社である当社の設立に伴い、アイ・アールジャパンが東京証券取引所JASDAQ（スタン
ダード）の上場を廃止

  

2015年２月 本店所在地を東京都港区から現在の東京都千代田区霞が関に移転
  

2017年12月 TOKYO PRO Market J-Adviser資格を取得
  

2018年１月 東京都千代田区丸の内に「丸の内オフィス」を新設
  

2019年６月 第一種金融商品取引業者変更登録（金融商品取引業法第２条第８項第９号及び第２号に定める
業務）
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３ 【事業の内容】

当社グループは、当社と連結子会社３社（アイ・アールジャパン、JOIB及びBCS）で構成され事業活動を展開してい

ます。事業の系統図は次のとおりです。

 
[事業系統図]

 

 
アイ・アールジャパンの事業領域は「IR・SR活動に専門特化したコンサルティング業」であり、単一セグメントであ

ります。アイ・アールジャパンでは、IR(Investor Relations)活動を「上場企業が広く投資家全般を対象として行うリ

レーション構築活動」と、SR(Shareholder Relations)活動を「上場企業が自社の株主を対象として行うリレーション

強化活動」と、それぞれ位置付けております。

アイ・アールジャパンは上場企業等に対してIR・SR活動を総合的にサポートするため、「IR・SRコンサルティン

グ」、「ディスクロージャーコンサルティング」、「データベース・その他」という３つのサービスを提供しておりま

す。

アイ・アールジャパンは、これらのサービスを提供するため、ファンドマネージャー、アナリスト、議決権行使担当

者を網羅する機関投資家ネットワークやWEBアンケートシステム「株主ひろば」に登録する56,669名の個人株主との

ネットワーク（2023年３月31日現在）を利用して、内外のコンサルティングサービスを提供するのに不可欠な情報を

日々収集しております。また、アイ・アールジャパンは情報収集を行うだけでなく、機関投資家や個人株主の意見や要

望を上場企業に伝えることで上場企業と投資家・株主をつなぐ仲介役としての役割も担っております。

さらに、プロキシー・ファイト（委任状争奪戦）等の有事に際しては、アイ・アールジャパンがLA(Legal Advisor:

法律事務所)と連携してPA（Proxy Advisor）やFA（Financial Advisor:投資銀行）として支援を行います。

2014年１月に発足した投資銀行部は、経験豊富な人材を採用するなど組織・業務体制を強化し、上場企業等に対して

M&A・経営統合・完全子会社化等のフィナンシャル・アドバイザリー業務、未上場会社のTOKYO Pro Market上場を支援

するJ-Adviser業務といった総合的な金融ソリューションを提供する体制を整えております。

JOIBは、我が国における大再編時代に創生される超大型のM&A市場の誕生を睨み、アイ・アールジャパンの投資銀行

業務の今後の飛躍的な拡大を図るべく2021年２月に設立いたしました。日本の企業文化並びに企業価値・株主価値を尊

重する我が国生まれの異才なインベストメント・バンクとして、支配権争奪並びに企業再編・事業再編等のM&Aに特化

した専門的なFA業務を主たる業務とし、企業買収（事業買収）・統合・売却アドバイザリー、MBOアドバイザリー（ノ

ンスポンサー／スポンサー）、LBOアドバイザリー業務等を、ラージキャップ企業からミドル・スモールキャップ企業

に至るまで提供する体制を整えております。

BCSは、2022年５月に、アイ・アールジャパンよりバックオフィス業務を受託させることにより、業務の効率化、ア
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イ・アールジャパンのエクイティ・コンサルティング事業の基盤強化を図ることを目的として、アイ・アールジャパン

の完全子会社として設立いたしました。

 
（1）IR・SRコンサルティング

実質株主判明調査、議決権賛否シミュレーション、行使結果分析、コーポレートガバナンス・コンサルティン

グ、プロキシー・アドバイザリー（株主総会議案可決における総合的な戦略立案）、投資銀行業務、証券代行事業

等を中心とする当社グループの中核的サービスです。

 

《実質株主判明調査》

上場企業が効率的かつ実効的なIR・SR活動を実施する第一歩としては、IR・SR活動の重要な対象者となる機関投

資家株主を正確に把握することが必要となっております。ところが、上場企業の株主名簿には実際の出資者である

機関投資家株主の名義は明記されていない場合があり、機関投資家に代わって株式を管理する金融機関等の名義に

集約されて記載されております。この問題を解決すべく、株主名簿には明記されない機関投資家株主を特定する

サービスが実質株主判明調査であります。

調査においては、株主名簿の分析に加え、アイ・アールジャパンの商品である「IR-Pro」に蓄積された大量保有

報告書や国内・海外公募投信による株式の組み入れ状況等、上場企業の株式や株主に関連する公開情報を活用する

等のアイ・アールジャパン独自のプロセスを実施しております。また、調査対象となる海外機関投資家（外国人）

及び国内機関投資家による顧客企業の保有株式数把握と共に、担当するアナリスト及びファンドマネージャーを特

定し、顧客企業に対する投資判断を含めた各種意見も併せて収集しております。

 
《議決権賛否シミュレーション》

議決権賛否シミュレーションは、機関投資家株主の投資先である顧客企業の株主総会議案に対する賛否行使ガイ

ドライン（注）等を調査し、上程予定の議案に対する賛否行使比率を予測するサービスです。

（注）賛否行使ガイドライン…機関投資家が独自に定めた株主総会議案に対する行使判断基準

 
《行使結果分析》

株主総会終了後、各投資主体ごとの議決権行使結果を分析し、議決権行使率並びに賛成・反対行使先の検証を行

い、次期株主総会に向けた議決権安定確保のための施策を実施します。

 

《コーポレートガバナンス・コンサルティング》

コーポレートガバナンス・コードの改訂に伴うガバナンス・ガイドラインの改定や取締役会の機関設計、役員報

酬設計の見直しに関するコンサルティングに加え、社外取締役の独立性判断基準の厳格化や社外取締役比率の増加

や多様性を求める動きに後押しされた社外取締役等の人材紹介サービスを提供しております。中でも、取締役会の

実効性評価は、機関投資家株主のニーズを熟知する当社グループの強みを活かし、差別化したサービスを提供して

おります。

 
《プロキシー・アドバイザリー》

プロキシー・アドバイザリーは、株主構成等の分析を行い、TOB（株式公開買付け）やプロキシー・ファイト（委

任状争奪戦）を成功に導くための必要な戦略を提案する唯一無二の実績を有するサービスであります。

なお、前記の議決権賛否シミュレーションの結果は、当サービスのための重要な基礎資料として活用されており

ます。
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《投資銀行業務》

当社グループの投資銀行業務は、株式議決権、株主動向、コーポレート・ガバナンスに関する圧倒的知見を活用

した唯一無二の先鋭的フィナンシャル・アドバイザリー業務を中心とした総合的な金融ソリューションの提供をし

ております。なかでもJOIBは、我が国における大再編時代に創生される超大型のM&A市場の誕生を睨んだ、独立系イ

ンベストメント・バンクとして創設されました。支配権争奪ならびに企業再編・事業再編等のM&Aに特化する専門的

なFA業務を、ラージキャップからミドル・スモールキャップの市場に至るまで提供しております。

 
《証券代行事業》

当社グループの証券代行事業は、アクティビスト・敵対的買収からの企業防衛をコンセプトとして、株式の長期

安定化、議決権の安定確保のみならず株主名簿における買収リスクの早期把握、買収リスクへの事前準備等、戦略

的かつ効果的な証券代行業務の提供をしております。

 
（2）ディスクロージャーコンサルティング

ツールコンサルティング及びリーガルドキュメンテーションサービスを行っております。

 

《ツールコンサルティング》

アニュアルレポート・統合報告書・株主通信等、IR活動において必要とする各種情報開示資料の企画・作成支援

を行うサービスです。

 

《リーガルドキュメンテーションサービス》

企業再編やM&A時における各種英文開示書類の作成や和文資料の英訳等を行うサービスです。

 

（3）データベース・その他

IR活動総合サポートシステム「IR-Pro」、アナリストネットワーク等をWEB上で提供しております。また、個人株

主向けアンケートサービス「株主ひろば」を展開しております。

 

《IR-Pro》

大量保有報告書や国内・海外公募投信における株式の組み入れ状況等、上場企業の株式や株主に関連する公開情

報を提供するWEBサービスです。

 

《アナリストネットワーク》

IR説明会への参加受付や参加者の管理等を上場企業が一括実施することを可能とするWEBサービスです。

 
《株主ひろば》

当社WEBアンケートシステムに登録する56,669名（2023年３月31日現在）の個人株主に対して、各種アンケートの

実施を可能とするWEBサービスです。
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の
所有割合
(％)

関係内容

(連結子会社)

アイ・アールジャパン

（注）１、２

東京都千代田区 795,803
IR・SRコンサ
ルティング

100.0

配当金の受取

経営指導料の受取

賃借建物の転貸及び転

借

役員の兼任・・・３名

(連結子会社)

JOIB

（注）１

東京都千代田区 100,000

支配権争奪並
び に 企 業 再
編・事業再編
等の M&Aに特
化した専門的
なFA業務

100.0

経営指導料の受取

賃借建物の転貸

役員の兼任・・・３名

 

(連結子会社)

BCS

 

東京都千代田区 10,000
バックオフィ
ス業務

100.0
(100.0)

出向者の受入

役員の兼任・・・２名

 

（注）１．特定子会社であります。

２．アイ・アールジャパンは売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く。）の連結売上高に占める割合が

10％を超えております。

主要な損益情報等

（1）売上高　　　                          5,505,914千円

（2）経常利益　　                            715,725 〃

（3）当期純利益　　                          302,386 〃

（4）純資産額　　                          3,840,158 〃

（5）総資産額　　                          4,739,601 〃

３．議決権の所有割合及び被所有割合の（　）内は、間接所有割合で内数であります。

 
 
５ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 2023年３月31日現在

セグメントの名称 従業員数(名)

全社（共通） 171(25)

合計 171(25)
 

(注) １．当社グループの事業は「IR・SR活動に専門特化したコンサルティング業」の単一セグメントであるため、全

従業員を全社（共通）に含めております。

２．従業員数は就業人員であり、契約社員（フルタイム、パートタイム及び休職者）を含んでおります。

３．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の年間の平均人員であります。

 
(2) 提出会社の状況

 2023年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

6(-) 43.7 10.5 11,418
 

(注) １．従業員数は就業人員（連結子会社であるアイ・アールジャパン及びBCSから当社への出向者を含む）を記載

しております。

２．当社は2015年２月２日付でアイ・アールジャパンの単独株式移転により設立されたため、平均勤続年数の算

定にあたっては、アイ・アールジャパンにおける勤続年数を通算しております。

３．平均年間給与には、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

４．当社グループの事業は「IR・SR活動に専門特化したコンサルティング業」の単一セグメントであるため、セ

グメントの記載は省略しております。

５．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の年間平均人員であります。　

 
 
(3) 労働組合の状況

当社及び当社の連結子会社には労働組合はありません。なお、労使関係については円滑な関係にあり、特筆すべ
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き事項はありません。

 
(4) 管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異

 
　 ①　提出会社

当事業年度

補足説明
 管理職に占める
女性労働者の
割合(％)
(注)１

男性労働者の
育児休業
取得率(％)
(注)２

 労働者の男女の
賃金の差異(％)(注)１

全労働者
正規雇用
労働者

パート・
有期労働者

－ － － － － －
 

（注）１．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出したも

　　　　　のであります。

　　　２．「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の

規定に基づき、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平

成３年労働省令第25号）第71条の４第１号における育児休業等の取得割合を算出したものであります。

 
　 ②　連結子会社

当事業年度

補足説明
名称

管理職に
占める
女性労働
者の割合
(％)
(注)１

 男性労働者の
育児休業取得率(％)(注)２

 労働者の男女の
賃金の差異(％)(注１)

全労働者
正規雇用
労働者

パート・
有期労働

者
全労働者

正規雇用
労働者

パート・
有期労働

者

アイ・アールジャ
パン

6.7 0.0 0.0 － 33.9 53.9 49.4 －

JOIB 0.0 0.0 0.0 － 49.1 78.0 － －

BCS 0.0 － － － 57.3 67.2 84.2 －
 

（注）１．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出したも

のであります。

　　　２．「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の

規定に基づき、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平

成３年労働省令第25号）第71条の４第１号における育児休業等の取得割合を算出したものであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において、当社グループが判断したものであります。

　

（1）会社の経営の方針

当社グループは、「信頼・誇り・夢」という社是のもと、「お客様（株式公開企業、投資家、市場関係者）の公

正な資本競争力の向上とグローバルな資本経済の発展に貢献する」ことを企業使命としております。そしてこの企

業使命の遂行のためには、何よりも「公正」であることが求められることから、当社グループは創業以来、特定の

金融系列に属さない「独立性」を保持し、上場会社と投資家（機関投資家、個人投資家）を結ぶ最適なブリッジ役

に徹してまいりました。

また、当社グループは、この企業使命を実現させるため、「お客様（株式公開企業、投資家、市場関係者）が公

正な観点でお困りになっているIR・SR活動を誰よりも早く察し、具体的なアクションプランのご提案と実践を行

う」こと、及び「現状維持は即堕落という意識のもと、日々自らの問題点を探し続け、改善を怠ることのないよう

強い意志と具体的な行動を実践する」ことを行動規範（日常業務指針）としております。

　

（2）目標とする経営指標

当社グループは「マーケット・シェア」、「営業利益」及び「１株当たり当期純利益（EPS）」の向上を重要な経

営指標としております。

 

（3）中長期的な会社の経営戦略と対処すべき課題

当社グループは「お客様（株式公開企業、投資家、市場関係者）の公正な資本競争力の向上とグローバルな資本

経済の発展に貢献する」という企業使命のもと、唯一無二のエクイティ・コンサルティング機能を着実に強化、拡

充してきました。

また、当社グループでは、2023年３月に利益相反管理方針を策定・公表をしておりますが、2022年９月に開示し

た情報管理体制の改善策及びガバナンス体制の強化とともに、リスク管理体制の監督機能強化を確実に実行し、当

社グループの企業使命である「お客様（株式公開企業、投資家、市場関係者）の公正な資本競争力の向上とグロー

バルな資本経済の発展に貢献する」という原点への回帰を促し、ステークホルダーの皆様からの信頼回復に努めて

まいる所存です。

一方で、日本の資本市場においては、東京証券取引所によるPBR１倍割れ企業に対する改善要請やアクティビスト

ファンドの活発化など、大きな企業再編の波が押し寄せています。こうした中、独立系のエクイティ・コンサル

ティング集団、フィナンシャル・アドバイザー集団を堅持し、グローバル資本市場の動向を東京・ニューヨークの

両拠点を通じて自ら収集し、株式議決権に関わるコンサルティングと経営支配権に関わるM&Aアドバイザリーを両輪

として、日本の上場企業の皆様の持続的な企業成長を支援してまいります。とりわけ以下の４点については、重要

課題として取り組んでおります。

　

①　エクイティ・コンサルティングの普及

グローバルな機関投資家マネーの日本株への回帰、海外・国内機関株主の議決権行使の厳格化、持ち合い株式

の解消が進む中、株主との対話の必要性が増しております。当社グループでは、実質株主判明調査を基軸とし

て、20年以上にわたり上場企業であるお客様の株式議決権に関わるコンサルティングを行ってまいりました。近

年アクティビストだけでなく、伝統的な機関投資家においてもアクティビストと同様の要求を企業につきつける

事案が顕在化しており、少数株主保護の観点や事業ポートフォリオの選択と集中等を大義名分に、資本政策、M&A

戦略、ガバナンス面など様々な観点から上場企業を追及し、経営の根幹を揺るがす要求を繰り出すケースが頻発

しています。こうした中、従来の株主判明調査、議決権の安定的な確保を目的としたSRアドバイザリー業務に加

え、企業価値向上アドバイザリー、B/Sシミュレーション、ストラテジックレビュー等、当社グループ独自の高度

なエクイティ・コンサルティング業務を強化、拡充してまいります。
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②　FA/PA業務の拡大

我が国の資本市場においては、東京証券取引所によるPBR１倍割れ企業に対する改善要請や新陳代謝を促す通

達、経済産業省による事前同意なき買収提案の真摯な検討を促すなど新たなM&A指針の策定、金融庁による公開買

付規制と大量保有報告規制の改正着手など、当局のドラスティックな制度改正が続々と公表されつつあります。

こうした変化の潮流は、アクティビストファンドの活性化、あるいは、事業会社同士・PEファンド等による事前

同意なき買収提案の誘引など、上場会社の経営支配権にかつてない変化と不確実性をもたらしており、議決権

（経営支配権）、TOB（株式公開買付け）や委任状争奪を戦略のコアとする企業再編へのニーズは一段と高まって

おります。

一方、当社グループが手掛けるPA/FA業務は、その性質上、当事者の利害対立が特に先鋭化する案件を取り扱う

ものであることから、当社グループは、コンダクト・リスク、レピュテーションリスクも勘案し、適切に利益相

反を管理しながら、支配権争奪ならびに企業再編・事業再編等のM&Aに特化する専門的なPA/FA業務を拡充させて

まいります。

 
③　付加価値のある証券代行サービスの提供

当社グループは、2012年４月に、我が国で約40年ぶりとなる証券代行業務への新規参入を果たし、以後着実に

受託企業数及び管理株主数を拡大し、株主名簿管理人として67社の企業様（管理株主約43万人　2023年３月31日

時点）へ証券代行サービスを提供しております。

当社グループは、従来の証券代行機関とは一線を画し、革新的なサービスを展開することで、時代のニーズに

応えた証券代行サービスを継続して進めてまいります。

 

④　人的資源の拡充

当社グループの取り扱う専門性の高いコンサルティングサービスにおいては、そのコンサルティングを提供す

る人材だけでなく、それらを支える専門性を有する人材の確保が喫緊の課題であります。引き続き新卒、中途を

問わず優秀な人材の積極的な登用に努めておりますが、実務知識習得のための社内勉強会の開催や、適切なコン

プライアンスに関する各種研修を継続的に実施することで、新たに確保した人材の早期の戦力化に加え、社員全

体のボトムアップを図ってまいります。とりわけ、管理部門及び内部監査部門の人材確保及び拡充が喫緊の課題

であると認識しており、管理部門及び内部監査部門の社員の採用も優先事項のひとつとして早急に進め、適切な

人材の登用、人員配置を行ったうえで、統合的リスクマネジメント（ERM）体制の構築をしていきます。
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２ 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

当社グループでは、「お客様（株式公開企業、投資家、市場関係者）の公正な資本競争力の向上とグローバルな資

本経済の発展に貢献すること」を企業使命として掲げており、公正な資本市場の発展に貢献するという行動規範のも

と、事業活動を通じてグローバルなESG課題の解決に貢献し、お客様・株主・社員をはじめとする全てのステークホル

ダーとともに、持続可能な資本市場の実現を目指しています。

なお、本文中における将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）サステナビリティ全般に関するガバナンス及びリスク管理

当社グループのサステナビリティに関する取り組みを推進することを目的に、2023年６月にサステナビリティ委

員会を設置いたしました。本委員会は、管理本部管掌取締役を委員長として、各グループ会社の事業部門責任者そ

の他適切なメンバーにより構成され、原則として毎四半期決算終了後に、また委員長の発議により臨時に開催する

ことでサステナビリティに関する基本方針や具体的な活動施策の協議、検討、提言及びモニタリングを行ってまい

ります。なお、検討結果等につきましては、代表取締役社長を通じて取締役会に報告がなされます。取締役会はサ

ステナビリティ委員会で議論された内容の報告を受け、当社グループのサステナビリティのリスク及び機会への対

応方針及び実行計画等についての審議・監督を行ってまいります。

 
（２）人的資本経営に関する取り組み

当社グループの競争力の源泉は、人材であると考えており、人材の多様化と人材の育成・確保が中長期的な企業

価値の向上に資するとの認識のもと、個性と多様性が大切にされる環境づくり、企業文化の醸成を目指していま

す。

 
① 戦略

　a. 多様性の確保を意識した人材の登用

当社グループでは、我が国の公正な資本競争力の向上とグローバルな資本経済の発展に貢献するという企業使

命のもと、社員それぞれが資本市場の発展に向け、付加価値の高いサービスの提供を行うコンサルタントとして

活躍できる人材となることを目指して人材育成を行っております。また、コンサルタントにとって、各プロジェ

クトへの参画を通じて、責任を持ってお客様へソリューションを提供することが、自己成長の実現につながり、

キャリアを形成していくうえで重要であると考えており、社員のスキルや個性も勘案しながら、キャリア形成の

支援を行っております。

 
b. 社内環境整備方針

当社グループでは、従前より性別や国籍に関係なく、能力や実績を重視した採用活動を実施しております。

個々の能力を最大限発揮できる職場環境にするために、働き方改革の推進や人事制度の拡充等により、組織の生

産性向上や社員のワークライフバランスの支援に努めています。現状では、中途採用者についてはスキル・経験

等を総合的に判断し、管理職への登用が十分に行われている一方で、女性については管理職への登用が未だ十分

ではないとの認識であり、今後当社グループの中核を担う人材として企業の持続的な成長を確保するべく、女性

管理職比率が高まるよう今後一層人材育成及び社内環境の整備に努めていきます。

 
② 指標と目標

当社グループの女性管理職比率について、2023年３月末時点では５％であり、現状より女性管理職比率が高まる

よう人材採用及び人材育成を推進していきます。

 
（３）気候変動への取り組み

気候変動問題は、金融市場全体へ劇的な変化をもたらす巨大な潮流へと変化しており、当社グループでは、TCFD

提言に基づいてシナリオ分析を実施し、ホームページにおいて気候変動への考え方、リスクと機会、自社の事業活

動に与える財務的影響について開示しております。今後もこれらの課題に積極的、能動的に取り組んでまいりま

す。（https://www.irjapan.jp/esg/environment/climate.html）
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３ 【事業等のリスク】

当社グループは、損失の危険の管理に関するリスク事項として、信用リスク、内部統制リスク、法令違反リスク、

情報漏洩リスク、災害等のリスク、その他事業継続に関するリスク等を認識・把握しておりますが、以下において、

当社グループの事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる事項を記載しております。また、必ずしも

事業上のリスクとは考えていない事項についても、投資家の投資判断上重要と考えられる事項については、積極的な

情報開示の観点から記載しております。当社グループは、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避

及び発生した場合の対応に努める方針でありますが、当社株式に対する投資判断は本稿以外に記載した項目を併せて

慎重に判断した上で行われる必要があると考えております。

なお、本文中における将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。

 
（1）個人情報漏洩等が発生した場合の影響について

当社グループは、IR・SR活動に専門特化したコンサルティング業の特性上、多数の企業の株主情報をお預かりし

ております。当社グループでは、こうした個人情報の取り扱いにつきましては、個人情報保護法を遵守するととも

に、2006年７月にプライバシーマークを取得し、個人情報の取り扱いに関する社内ルールの整備、定期的な社内研

修を実施し、情報管理の強化とその取り扱いに十分な注意を払っております。しかしながら、不測の事態が原因で

個人情報が外部に漏洩し、情報主体ないし顧客企業等に被害が生じた場合、損害賠償請求や社会的信用の失墜等に

より、当社グループの事業の遂行に支障をきたし、財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

　

（2）情報セキュリティ体制について

当社グループは、事業を展開する上で、顧客情報やその他の機密情報を取り扱っております。当社グループで

は、こうした機密情報の取扱いにつきましては、情報セキュリティ基本方針及び情報セキュリティ社内ルールを整

備すると共に、完全子会社であるアイ・アールジャパンの情報システム部において情報セキュリティマネジメント

システム（ISMS）の国際規格である「ISO/IEC27001:2013」及び「JISQ27001:2014」の認証を2019年８月に取得して

おり、機密情報の取り扱いに十分な注意を払っております。しかしながら、サイバー攻撃、不正アクセス、コン

ピューターウイルスの侵入等により、万一これらの情報が流出した場合や重要データの破壊、改ざん、システム停

止等が生じた場合、当社グループの事業の遂行に支障をきたし、財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があ

ります。

　

（3）経済情勢や事業環境による影響について

当社グループの事業であるIR・SR活動に専門特化したコンサルティングサービスは、主に上場企業のIR担当部署

や経営企画担当部署、総務担当部署等の間接部門に直接の取引先として提供されます。そして、経済情勢や事業環

境が悪化した際には、一般的に間接部門の経費から削減される傾向があります。このように、わが国の経済情勢や

事業環境が悪化した際には、直接の取引先である上場企業の間接部門の経費が削減される結果、当社グループが提

供するサービスの採用に慎重になる、あるいはサービス提供価格の引き下げ要請が強くなる等、当社グループの事

業の遂行に支障をきたし、財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

　

（4）ビジネスモデルが模倣された場合の影響について

当社グループの事業であるIR・SR活動に専門特化したコンサルティング業においては、情報収集やその分析手法

等、長年に亘って蓄積してきた独自のデータ及び分析ノウハウが事業遂行上の重要な要素となっております。当社

グループでは、各種社内規程やマニュアルを整備し、これらを秘密情報とすることにより営業秘密の管理、保護に

努めております。しかしながら、第三者によるサービスの模倣等がなされた場合、当社グループの事業の遂行に支

障をきたし、財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

　

（5）法律や制度の変更による影響について

IR・SR活動に関連する法律の改正や制度の変更については、2014年２月に策定され、2020年３月に改訂されたい

わゆる「日本版スチュワードシップ・コード」によって、機関投資家が企業価値の向上や持続的成長を促すために

投資先企業との建設的な「目的を持った対話」を進め始めております。また、上場企業側からの持続的な企業価値

向上のための自律的な対応を促すため2015年６月に策定され、2021年６月に改訂された「コーポレートガバナン

ス・コード」により、上場企業の対応としてガバナンス設計、資本政策、機関株主との対話、ESG開示など様々な課

題への対応を迫ることで、当社グループが最も得意とするエクイティ・コンサルティングに対する需要が急速に高

まってきております。
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このように、より充実したIR・SR活動を求める方向での法律や制度の変更がなされた場合には、IR・SR活動に専

門特化したコンサルティング業を営む当社の収益に対しては、プラスの影響を及ぼすことが考えられます。

一方、当社サービスの必要性を低減させるような、予期せぬ法律の改正や制度の変更がなされた場合、当社グ

ループの事業の遂行に支障をきたし、財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 
（6）特定の人物への依存について

当社の代表取締役社長・CEOである寺下史郎は、当社グループの経営戦略の決定及び業務執行、株主総会での承認

を必要とする全ての事項に大きな影響力を持っております。また、経済産業省「企業価値研究会」委員、「CGS研究

会（コーポレート・ガバナンス・システム研究会）」委員を歴任するなど、当社グループの事業におけるブランド

価値形成及びマーケティングにおいて重要な役割を果たしております。このため、当社グループでは同氏に過度に

依存しないよう組織的な経営体制の構築や人材育成を進めております。しかしながら、同氏の当社グループにおけ

る業務遂行が困難となった場合、当社グループの事業の遂行に支障をきたし、財政状態及び経営成績に影響を及ぼ

す可能性があります。

 

（7）コンプライアンスリスクについて

当社グループは、業務遂行にあたり会社法、金融商品取引法、金融商品取引所が定める関係規則等の各種の規制

及び法制度等の適用を受けております。法令その他諸規則等を遵守すべくコンプライアンス体制の強化に努めてお

り、役職員等に対して適切な指示、指導等を行うとともに、不正行為の防止・発見のために予防策を講じておりま

す。しかし、役職員等が法令その他諸規則等を遵守出来なかった場合には、行政処分や罰則を受けたり、業務に制

限を付されたりするおそれがあり、当社グループの財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

なお、金融商品取引法違反（インサイダー取引規制違反）の疑いがあるとして、2022年６月１日から証券取引等

監視委員会による当社元役員を対象とする調査が開始され、2023年６月７日、東京地方検察庁により当社元役員が

起訴されました。今後、当社グループに対するお客様及び市場等からの信頼回復に時間を要することより、ビジネ

ス機会の喪失等が発生する可能性があります。また、これらにより当社グループの事業の遂行に支障をきたし、財

政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

（8）コンダクト・リスクについて

コンダクト・リスクとは、法令や社会規範に反する行為等により、顧客保護・市場の健全性・公正な競争・公共

の利益及び当社グループのステークホルダーに悪影響を及ぼすリスクを指します。当社グループが手掛けるPA/FA業

務は、その性質上、当事者の利害対立が特に先鋭化する案件を取り扱うものであることから、当社グループは、お

客様の利益が不当に害されることのないよう、コンダクト・リスク、レピュテーションリスクも勘案し、「利益相

反のおそれのある取引」を適切に管理することが求められていることから、2023年３月に「アイ・アールジャパン

グループ利益相反管理方針」を制定、公表し、アイ・アールジャパンにおいて「利益相反管理規程」を定めており

ます。しかしながら、役職員等の不適切な行為が原因で、顧客保護や市場の健全性等に悪影響を与えた場合、お客

さま及び市場等からの信用失墜等により、当社グループの事業の遂行に支障をきたし、財政状態及び経営成績に影

響を及ぼす可能性があります。

 

（9）金融商品取引業登録等

当社グループの連結子会社であるアイ・アールジャパンは、金融商品取引業を営むため金融商品取引法に基づく

第一種金融商品取引業の登録等を受けており、金融商品取引法及び同法施行令等の関連法令の適用を受けておりま

す。また、金融商品取引法に基づき設置された業界団体である日本証券業協会の定める諸規則の適用を受けており

ます。当社グループの連結子会社の役職員がこれら法令等に違反し、登録等の取消し又は改善に必要な措置等を命

じる行政処分が発せられた場合等には、当社グループの事業の遂行に支障をきたし、財政状態及び経営成績に影響

を及ぼす可能性があります。

 

（10）自己資本規制比率

当社グループの連結子会社であるアイ・アールジャパンは第一種金融商品取引業者であり、第一種金融商品取引

業者には、金融商品取引法及び金融商品取引業等に関する内閣府令に基づき、一定程度の自己資本規制比率が求め

られております。自己資本規制比率とは、固定化されていない自己資本の額のリスク相当額の合計に対する比率を

いいますが、当該金融商品取引業者は自己資本規制比率が140％を下回ることのないようにしなければならず、金融

庁長官は当該金融商品取引業者に対しその自己資本規制比率が120％を下回るときは、業務方法の変更等を命ずるこ
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と、また100％を下回るときは３ヶ月以内の期間、業務の停止を命ずることができ、さらに業務停止命令後３ヶ月を

経過しても100％を下回り、かつ回復の見込みがないと認められるときは当該金融商品取引業者の登録を取り消すこ

とができるとされております。当該要因が発生した場合、当社グループの事業の遂行に支障をきたし、財政状態及

び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 
（11）投資銀行業務等その他業容拡大に伴う売掛債権回収リスクについて

当社グループは、顧客のニーズの多様化に応じ投資銀行業務等の拡大のため、非上場企業や経営者、同族会社の

株主を対象に、各種業務提携、資本提携、M&A、プロキシー・アドバイザリー等のアドバイザリー業務を積極的に

拡大しております。与信管理については体制を整備し、債権保全には十分に注力しておりますが、これらの拡大に

伴い、非上場企業や個人経営者等の特定の取引先において、倒産等による債務不履行が生じた場合、売掛債権の回

収が不能になる恐れがあり、当社グループの事業の遂行に支障をきたし、財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可

能性があります。

 
４ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当連結会計年度における当社グループ（当社及び連結子会社）の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

（以下「経営成績等」といいます。）の状況の概要並びに経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に

関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

また、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において判断したものであります。
 

(1) 経営成績の分析

区　分

前連結会計年度

（自 2021年４月１日

   至 2022年３月31日）

当連結会計年度

（自 2022年４月１日

   至 2023年３月31日）

金額
（百万円）

増減率
（％）

金額
（百万円）

増減額
（百万円）

増減率
（％）

売上高 8,402 1.4 6,012 △2,390 △28.4

営業利益 3,489 △14.5 1,115 △2,373 △68.0

経常利益 3,477 △14.6 1,239 △2,237 △64.3

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,434 △13.1 671 △1,762 △72.4
 

2022年６月１日に証券取引等監視委員会による当社元役員を対象とする調査が実施されたことをはじめ、多大

なご心配をおかけしておりますことを深くお詫び申し上げます。

証券取引等監視委員会による当社元役員を対象とする調査が行われたことを受けて、2022年８月30日に調査委

員会より調査報告書を受領しました。当社グループは、調査委員会の調査結果及び提言を真摯に受け止め、2022

年９月27日に開示した情報管理体制の改善策とガバナンス体制の強化を進めております。

しかしながら、2022年11月10日にダイヤモンド・オンラインが報じた当社に関連した記事につきまして、可及

的速やかに詳細な事実関係の解明を目指した調査を開始すべきであると判断し、新たに第三者委員会を設置しま

した。当社グループでは、2023年３月７日に第三者委員会より受領した調査結果及び提言を真摯に受け止め、再

発防止委員会を立ち上げ、2023年３月30日に当社グループの利益相反管理方針を策定・公表いたしました。2022

年９月27日に開示した情報管理体制の改善策及びガバナンス体制について着実に推進するとともに、利益相反管

理体制ならびにリスク管理体制の監督機能強化を確実に実行し、当社グループの企業使命である「お客様（株式

公開企業、投資家、市場関係者）の公正な資本競争力の向上とグローバルな資本経済の発展に貢献する」という

原点への回帰を促し、ステークホルダーの皆様からの信頼回復に努めて参る所存です。

当連結会計年度（2022年４月１日～2023年３月31日）の売上高は、前年同期に比べ28.4％減少の6,012百万円と

なりました。売上高の減少及び調査委員会対応等の一連の費用の増加により、営業利益は同68.0％減少の1,115百

万円、経常利益は同64.3％減少の1,239百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は同72.4％減少の671百万円

と、大幅な減収・減益となりました。

当連結会計年度は、一連の経緯や2022年11月１日付の新経営体制についてお客様をはじめ関係者への説明を重

点的に実施する等、引き続き当社グループの信頼回復に努めてまいりました。エクイティ・コンサルティング業

務の通常プロジェクト（50百万円未満）においては、証券取引等監視委員会による調査等の影響により、既存の

お客様からの契約の解約が一部あるものの、当社グループサービスに対するお客様からの強固な信頼関係にもと
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づく包括的なエクイティ・コンサルティングの受託を継続していますが、2022年12月より第三者委員会の調査が

実施されていたこともあり、判明調査以外のコンサルティングプロジェクトの積極的な提案活動を行うことがで

きなかった影響等により新規のプロジェクト受託が減少しました。大型プロジェクト（50百万円以上）において

は、2022年６月以降は企業支配権争奪等を中心としたPA業務
*1
とFA業務

*2
に関する多種多様な企業再編やM&Aを

リードする提案及び実行を積極的に行うことができていない影響等により、大幅に受託が減少しましたが、アク

ティビストファンド等の活動が足元で活発化していることに伴い、アクティビスト対応PA・FA案件を中心とした

案件の受託が継続しており、下期の大型プロジェクトの受託は回復傾向となっております。我が国の資本市場に

おいては、東京証券取引所によるPBR１倍割れ企業に対する改善要請や新陳代謝を促す通達、経済産業省による事

前同意なき買収提案の真摯な検討を促すなど新たなM&A指針の策定、金融庁による公開買付規制と大量保有報告規

制の改正着手など、当局のドラスティックな制度改正が続々と公表されつつあります。こうした変化の潮流は、

グローバルな機関投資家資金の日本株への回帰や、アクティビストファンドの活発化、或いは、事業会社同士・

PEファンド等による事前同意なき買収提案の誘引など、上場会社の経営支配権にかつてない変化と不確実性をも

たらしており、その変化の速度は一気に高まってきています。

当社グループが基軸として掲げる「Power of Equity®
*3
（株式議決権の力）」という概念の通り、我が国の上場

企業が「株主」の外圧のもとでの判断・行動を迫られている中、当社グループは、アクティビストサイドにつか

ないプロキシーアドバイザリーを基盤業務とする独立系のエクイティ・コンサルティング集団、フィナンシャ

ル・アドバイザー集団を堅持し、グローバル資本市場の動向を東京・ニューヨークの両拠点を通じて自ら収集

し、株式議決権に関わるコンサルティングと経営支配権に関わるM&Aアドバイザリーを両輪として、日本の上場企

業の皆様の持続的な企業成長を支援してまいります。

*1
PA業務;プロキシー・アドバイザリー業務：委任状争奪戦業務、圧倒的な勝利の実績を誇る。

*2
FA業務;フィナンシャル・アドバイザリー業務：アクティビスト対応、敵対的TOB対応、高度なMBO、M&Aにおいて日本最大級かつ先

鋭の専門集団を配備する。

*3
Power of Equity®;「Power of Equity」は、当社子会社アイ・アールジャパンの登録商標です（登録第6196294号）。

 
当社グループの事業領域は「IR・SR活動に専門特化したコンサルティング業」であり、単一セグメントであり

ます。サービス別に売上高の概要を示すと次のとおりであります。

サービス別

前連結会計年度

（自 2021年４月１日

   至 2022年３月31日）

当連結会計年度

（自 2022年４月１日

   至 2023年３月31日）

売上高
（百万円）

増減率
（％）

売上高
（百万円）

構成比
（％）

増減率
（％）

IR・SRコンサルティング 7,870 3.4 5,601 93.2 △28.8

ディスクロージャー
コンサルティング

344 △27.6 270 4.5 △21.4

データベース・その他 187 △3.5 139 2.3 △25.3

合計 8,402 1.4 6,012 100.0 △28.4
 

①　IR・SRコンサルティング

SRアドバイザリー（実質株主判明調査、議決権賛否シミュレーション、コーポレート・ガバナンス改善、取締

役会実効性評価、株主還元を含む資本政策等）、プロキシー・アドバイザリー、フィナンシャル・アドバイザ

リー、証券代行事業等を中心とする当社グループの中核的サービスです。当連結会計年度のIR・SRコンサルティ

ングの売上高は、前年同期に比べ28.8％減少の5,601百万円となりました。

 
(a) 大型プロジェクト（50百万円以上）の契約件数および売上金額（実績）の推移

 
上期 下期 通期

件数
（件）

金額
（百万円）

件数
（件）

金額
（百万円）

件数
（件）

金額
（百万円）

2023年３月期 6 414 10 1,433 16 1,848

2022年３月期 13 1,692 15 1,855 28 3,547

増減 △7 △1,277 △5 △421 △12 △1,699
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(b) 大型プロジェクト（50百万円以上）の種類、および売上金額

   （単位：百万円）

プロジェクトの種類
前連結会計年度
（2022年３月期）

当連結会計年度
（2023年３月期）

増減

支配権争奪PA・FA 1,574 92 △1,482

アクティビスト対応PA・FA 1,091 890 △201

企業側FA（M&A等） 697 749 51

大型SR・PA 184 117 △67

計 3,547 1,848 △1,699
 

 
当連結会計年度の大型プロジェクト（50百万円以上）の売上高は、前年同期比47.9％減少の1,848百万円となり

ました。企業支配権争奪等を中心としたPA業務とFA業務に関する多種多様な企業再編やM&Aをリードする提案及び

実行を積極的に行うことができていない影響により、大幅に受託が減少しましたが、アクティビストファンド等

の活動が足元で活発化していることにともない、アクティビスト対応PA・FA案件を中心とした案件の受託が継続

しており、下期の大型プロジェクトの受託は回復傾向となっております。通常プロジェクト（50百万円未満）の

売上高は、前年同期比14.2％減少の4,163百万円となりました。当社グループサービスに対するお客様からの強固

な信頼関係にもとづく包括的なエクイティ・コンサルティングの受託を継続していますが、2022年12月より第三

者委員会の調査が実施されていたこともあり、判明調査以外のコンサルティングプロジェクトの積極的な提案活

動を行うことができなかった影響等により新規のプロジェクト受託が減少しました。

証券代行事業においては、受託決定済み企業は2023年３月31日時点で67社、管理株主数は438,342名となりまし

た（前年同期の受託決定済み企業は70社、管理株主数は410,426名）。当社グループは2021年８月20日に株式会社

ＳＭＢＣ信託銀行と証券代行業務に関する業務提携契約を締結し、同行は、関係機関の承認のもと、2021年12月

より証券代行業務へ新規参入し、当社グループは同行が受託した証券代行業務の事務受託を行ってまいります。

本業務提携により、新規株式公開企業を対象とし受託拡大を積極的に推進させてまいります。

 
②　ディスクロージャーコンサルティング

ツールコンサルティング（アニュアルレポート・統合報告書・株主通信等、IR活動において必要とする各種情

報開示資料の企画・作成支援）及びリーガルドキュメンテーションサービス（企業再編やM&A時における各種英文

開示書類の作成や和文資料の英訳等）を提供するサービスです。

当連結会計年度のディスクロージャーコンサルティングの売上高は、前年同期に比べ21.4％減少の270百万円と

なりました。

 
③　データベース・その他

大量保有報告書や国内・海外公募投信における株式の組み入れ状況等を提供する「Stock Watch」、IR活動総合

サポートシステム「IR-Pro」、IR説明会への参加受付や参加者の管理等を上場企業が一括実施することが可能な

「アナリストネットワーク」等をWEB上で提供するサービスです。また、個人株主向けアンケートサービス「株主

ひろば」を展開しております。

当連結会計年度のデータベース・その他の売上高は、前年同期に比べ25.3％減少の139百万円となりました。
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(2)生産、受注及び販売の実績

当社グループの事業は「IR・SR活動に専門特化したコンサルティング業」の単一セグメントであるため、サービ

ス別に記載しております。

①　生産実績

当社グループは、生産活動は行っていないため該当事項はありません。

 
②　受注実績

当連結会計年度における受注実績は、次のとおりであります。

 

サービス
受注高

(百万円)

増減率

(％)

受注残高

(百万円)

増減率

(％)

IR・SRコンサルティング 5,845 △30.2 2,781 9.6

ディスクロージャーコンサルティング 205 △38.6 172 △27.4

データベース・その他 95 △60.1 110 △28.6

合計 6,146 △31.3 3,064 4.6
 

 
③　販売実績

当連結会計年度における販売実績は、次のとおりであります。

 

サービス
販売高
(百万円)

増減率
(％)

IR・SRコンサルティング 5,601 △28.8

ディスクロージャーコンサルティング 270 △21.4

データベース・その他 139 △25.3

合計 6,012 △28.4
 

 
(3) 財政状態の分析

①　資産

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,664百万円減少し、7,362百万円となりました。主な要

因は、現金及び預金の減少1,725百万円等によるものであります。

 
②　負債

当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末に比べ329百万円減少し、1,282百万円となりました。主な要因

は、未払法人税等の減少360百万円等によるものであります。

 
③　純資産

当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ1,335百万円減少し、6,079百万円となりました。主な要

因は、親会社株主に帰属する当期純利益による利益剰余金の増加671百万円、配当による利益剰余金の減少2,007百

万円等によるものであります。
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(4) 資本の財源及び資金の流動性の分析

①　キャッシュ・フロー

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ1,725百万

円減少し、4,042百万円となりました。当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は

以下のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は618百万円（前年同期は2,602百万円の獲得）となりました。

　収入の主な内訳は、税金等調整前当期純利益1,068百万円、売掛金の減少額470百万円、減価償却費295百万円

であり、支出の主な内訳は、法人税等の支払額1,086百万円であります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は336百万円（前年同期は537百万円の使用）となりました。

　支出の主な内訳は、無形固定資産の取得による支出317百万円であります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は2,005百万円（前年同期は1,686百万円の使用）となりました。

　支出の内訳は、配当金の支払額2,005百万円によるものであります。

 
②　資金需要及び流動性の確保

当社グループの資金需要は、営業活動については、事業活動に必要な運転資金（主に人件費）が主な内容であ

ります。投資活動については、事業拡大及び業務効率向上のためのシステム開発投資等の固定資産の取得が主な

内容であります。財務活動については、上記活動で獲得した資金を必要な内部留保を確保した上で、業績に応じ

た利益還元を行っております。なお、アイ・アールジャパンの自己資本規制比率を維持するために、一定水準の

現預金を確保しております。さらに、必要に応じて金融機関との当座貸越契約に基づき運転資金を確保しており

ます。

　

(5) 重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成してお

ります。この連結財務諸表を作成するにあたって、資産、負債、収益及び費用の報告額に影響を及ぼす見積り及び

仮定を用いておりますが、これらの見積り及び仮定に基づく数値は実際の結果と異なる可能性があります。

連結財務諸表の作成にあたって用いた会計上の見積り及び仮定のうち、重要なものは「第５　経理の状況　１　

連結財務諸表等　（１）連結財務諸表　注記事項　（重要な会計上の見積り）」に記載しております。

 
５ 【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

６ 【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当連結会計年度の設備投資等の総額は357百万円であり、主なものは株主データベースに関するシステム構築231百

万円であります。

なお、当社グループは「IR・SR活動に専門特化したコンサルティング業」の単一セグメントであるため、セグメン

トごとの記載は省略しております。

 

２ 【主要な設備の状況】

当社グループにおける主要な設備は、次のとおりであります。

なお、当社グループは「IR・SR活動に専門特化したコンサルティング業」の単一セグメントであるため、セグメ

ントごとの記載は省略しております。

（1）提出会社

2023年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(名)建物

附属設備
工具、器具
及び備品

無形固定資産
(ソフトウエ

ア)
合計

丸の内オフィス

（東京都千代田区）
事務所 76,049 34,575 0 110,624 －

 

 
（2）国内子会社

2023年３月31日現在

会社名
事業所名
(所在地)

設備の内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(名)建物

附属設備
工具、器具
及び備品

無形固定資産
(ソフトウエ

ア)
合計

アイ・アールジャパン

本社

（東京都千代田区）

事務所 133,006 100,648 723,310 956,966 92

 

 
３ 【設備の新設、除却等の計画】

（1）重要な設備の新設等

重要な設備の新設等の計画はありません。

 
（2）重要な設備の除却等

重要な設備の除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000
 

 
② 【発行済株式】

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(2023年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年６月19日)

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通
株式

17,839,710 17,839,710
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株となっ
ております。

計 17,839,710 17,839,710 － －
 

（注）提出日現在において、発行済株式のうち、56,600株は、現物出資（金銭報酬債権　138,990,700円）によるもので

あります。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

② 【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

 

③ 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　  該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社アイ・アールジャパンホールディングス(E31054)

有価証券報告書

21/98



 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

（株）

発行済株式

総数残高

（株）

資本金

増減額

（千円）

資本金

残高

（千円）

資本準備金

増減額

（千円）

資本準備金

残高

（千円）

2018年８月９日
（注）１

6,700 9,298,655 12,495 818,292 12,495 807,094

2018年９月１日
（注）２

9,298,655 18,597,310 － 818,292 － 807,094

2018年11月30日
（注）３

△772,000 17,825,310 － 818,292 － 807,094

2019年７月12日
（注）４

8,500 17,833,810 11,708 830,000 11,708 818,802

2020年７月13日
（注）５

4,500 17,838,310 25,672 855,673 25,672 844,475

2021年７月７日
（注）６

1,400 17,839,710 9,625 865,298 9,625 854,100

 

（注）１．特定譲渡制限付株式報酬としての新株発行

　　発行価格　　3,730円

資本組入額　1,865円

割当先　　　当社及び当社子会社の取締役　計５名

２．株式分割（１：２）によるものであります。

３．自己株式の消却による減少であります。

４．特定譲渡制限付株式報酬としての新株発行

　　発行価格　　2,755円

資本組入額　1,378円

割当先　　　当社及び当社子会社の取締役　計８名

５．特定譲渡制限付株式報酬としての新株発行

　　発行価格　 11,410円

資本組入額　5,705円

割当先　　　当社及び当社子会社の取締役　計８名

６．特定譲渡制限付株式報酬としての新株発行

　　発行価格　 13,750円

資本組入額　6,875円

割当先　　　当社及び当社子会社の取締役　計８名

 
(5) 【所有者別状況】

2023年３月31日現在

区分

株式の状況(１単元の株式数100株)

単元未満
株式の状況

(株)
政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等

個人
その他

計
個人

以外
個人

株主数
(人)

－ 10 35 93 107 17 9,002 9,264 －

所有株式数
(単元)

－ 14,946 7,875 2,631 20,640 40 131,990 178,122 27,510

所有株式数
の割合(％)

－ 8.39 4.42 1.47 11.58 0.02 74.10 100.00 －

 

(注)　自己株式76,283株は、「個人その他」に762 単元、「単元未満株式の状況」に83株含まれております。
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(6) 【大株主の状況】

2023年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

寺下　史郎 東京都世田谷区 9,055,100 50.97

日本マスタートラスト信託銀行株式会
社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目１１番３号 1,234,900 6.95

ＪＰモルガン証券株式会社
東京都千代田区丸の内２丁目７－３　東京
ビルディング 

352,553 1.98

JP JPMSE LUX RE BARCLAYS CAPITAL
SEC LTD EQ CO
 （常任代理人　シティバンク、エヌ・
エイ東京支店）

1 CHURCHILL PLACE LONDON - NORTH OF
THE THAMES UNITED KINGDOM E14 5HP
 （東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

285,789 1.60

UBS AG LONDON A/C IPB SEGREGATED
CLIENT ACCOUNT
 （常任代理人　シティバンク、エヌ・
エイ東京支店）

BAHNHOFSTRASSE 45, 8001 ZURICH,
SWITZERLAND
 （東京都新宿区新宿６丁目２７番３０
号）

235,753 1.32

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG
(FE-AC)
 （常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ銀
行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET
LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM
 （東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

190,895 1.07

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目３番１号 174,600 0.98

株式会社日本カストディ銀行（信託
口）

東京都中央区晴海１丁目８－１２ 153,600 0.86

GOVERNMENT OF NORWAY
（常任代理人　シティバンク、エヌ・
エイ東京支店） 

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107
NO
（東京都新宿区新宿６丁目２７番３０号）

138,399 0.77

BNYM SA/NV FOR BNYM FOR BNYM GCM
CLIENT ACCTS M ILM FE
 （常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ銀
行）

2 KING EDWARD STREET, LONDON EC1A 1HQ
UNITED KINGDOM
 （東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

132,137 0.74

計 － 11,953,726 67.29
 

（注）１．上記のほか当社所有の自己株式76,283株（0.42％）があります。
２．2022年６月15日付で、公衆の閲覧に供されている変更報告書において、2022年６月14日現在でグラン

ジャー・ピーク・グローバル・アドバイザーズ・エルエルシー（Grandeur Peak Global Advisors, LLC）が

588,000株（保有割合3.30％）を保有している旨が記載されております。しかし、当社として2023年３月31
日現在における同社の実質所有株式数の確認ができないため、上記大株主には含めておりません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

 2023年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 76,200
 

－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

177,360 －
17,736,000

単元未満株式
普通株式

－ －
27,510

発行済株式総数 17,839,710 － －

総株主の議決権 － 177,360 －
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式83株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

    2023年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

アイ・アールジャパン

ホールディングス

東京都千代田区霞が関三丁目２番
５号

76,200 － 76,200 0.42

計 － 76,200 － 76,200 0.42
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２ 【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】 普通株式
 

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

     該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 
(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数(株)
処分価額の総額

(千円)
株式数(株)

処分価額の総額
(千円)

引き受ける者の募集を行った
取得自己株式

－ － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、株式交付、
会社分割に係る移転を行った
取得自己株式

－ － － －

その他(　　－　　) － － － －
     

保有自己株式数 76,283 － 76,283 －
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３ 【配当政策】

当社は、健全な事業活動を行う上で必要な内部留保を確保し、財務の健全性を維持しつつ、株主の皆様に対しま

しては、業績に応じた利益還元を行うことを基本方針としております。当社は剰余金の配当等会社法第459条第１項

各号に定める事項については、法令に別段の定めのある場合を除き、取締役会の決議により定めることができる旨

を定款に定めておりますが、期末配当の決定機関は株主総会といたしております。また、毎年９月30日を基準日と

して中間配当を行うことができる旨につきましても定款に定めております。

当期の期末配当は、１株につき68円といたします。これにより当期の年間配当額は、中間配当と合わせ１株につ

き113円となります。

次期の配当については、当期の親会社株主に帰属する当期純利益が大きく減少した影響が見込まれますが、現段

階においては通期の連結業績予想を見積もることが困難なことから、中間配当及び期末配当ともに現時点では未定

としております。なお、次期の配当は、連結配当性向50％を目処としつつ、当社の配当原資と、子会社であるア

イ・アールジャパンが第一種金融商品取引業者であることから、アイ・アールジャパンの自己資本を安定的な水準

に維持する必要性を勘案しながら、総合的に決定してまいります。

 

(注)　基準日が当事業年度に属する剰余金の配当は、以下のとおりであります。

決議年月日
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)

2022年11月10日
取締役会

799,354 45.00

2023年６月16日
定時株主総会

1,207,913 68.00
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４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

①　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、「信頼・誇り・夢」を社是とし、「お客様（株式公開企業）、投資家、市場関係者」の公正な資本競

争力の向上とグローバルな資本経済の発展に貢献すること」を企業使命としております。

この実現のため、当社では株主、従業員、取引先等、すべてのステークホルダーとの良好な関係の構築を重視

することによる企業価値の向上を目指しております。そのためには、コーポレート・ガバナンスの強化、充実が

不可欠であり、経営の健全性、効率性及び透明性を確保すべく、最適な経営管理体制の構築に努めております。

 
② 企業統治の体制の概要とその体制を採用する理由

当社は、会社法に基づく機関として、株主総会、取締役、取締役会、監査等委員、監査等委員会及び会計監査

人を設置するとともに、任意の機関として、指名・報酬諮問委員会、グループ予算・業績検討会議、サステナビ

リティ委員会、グループリスク管理委員会、グループコンプライアンス委員会及びグループ内部監査室を設置し

ております。そして、取締役については、独立性の高い社外取締役を積極的に登用しております。このような社

外取締役による経営への牽制機能の強化や、上記各機関相互の連携により、経営の健全性、効率性及び透明性が

十分に確保できるものと認識しているため、現状の企業統治体制を採用しております。
 

      （a）取締役会

当社の取締役会は、取締役６名（うち社外取締役４名）で構成され、当社の業務執行を決定し、取締役の職

務の執行を監視監督する権限を有しております。取締役相互の牽制機能を強化するため、社外取締役の存在を

重視しております。取締役会の本書提出日現在の構成員は、取締役（監査等委員であるものを除く。）の寺下

史郎、藤原豊の２名、監査等委員である取締役の大西一史、家森信善、能見公一及び木村晃の４名（うち社外

取締役４名）であり、議長は代表取締役社長・CEOの寺下史郎であります。

なお、取締役会は原則として毎月１回以上開催するものとしております。2023年３月期の活動状況につきま

しては、③企業統治に関するその他の事項（d）取締役会の活動状況に記載のとおりであります。
 

     （b）監査等委員会

当社は監査等委員会設置会社であり、監査等委員会は監査等委員である取締役４名（うち社外取締役４名）

で構成されます。監査等委員会は内部統制システムを利用して、取締役の職務の執行、その他グループ経営に

関わる全般的な職務の執行状況について、監査を実施しております。その構成員は、監査等委員である取締役

４名（大西一史、家森信善、能見公一及び木村晃）であり、議長は家森信善であります。

なお、監査等委員会は原則として毎月１回以上開催するものとしております。2023年３月期につきましては

21回開催しており、監査等委員である社外取締役の大西一史、家森信善及び能見公一の出席率は100％でした。
 

（c）指名・報酬諮問委員会

当社は取締役会の諮問機関として、委員の過半数を社外取締役で構成し、社外取締役を委員長とする指名・

報酬諮問委員会を設置し、取締役の指名及び報酬について指名・報酬諮問委員会に諮問することで、公正性及

び客観性を確保しております。その構成員は、監査等委員である取締役４名（大西一史、家森信善、能見公一

及び木村晃）及び代表取締役社長・CEO寺下史郎であり、議長は家森信善であります。

なお、指名・報酬諮問委員会は必要に応じて随時開催され、2023年３月期につきましては８回開催してお

り、指名・報酬諮問委員会委員の出席率は100％でした。
 

     （d）グループ予算・業績検討会議

当社は、当社グループの業績予想値の算出及び公表に係る検討を行うため、グループ予算管理の統括責任者

である経営企画部長を議長として、各グループ会社の事業部門責任者その他適切なメンバーにより構成された

グループ予算・業績検討会議を設置し、必要な情報を収集、集約することで、当社グループの業績動向や、市

場環境の推移、受注又は受注が見込まれる各大型案件の具体的内容等を踏まえ、当社の業態にあった開示方針

を検討することとしております。なお、検討結果等につきましては、統轄責任者が検討過程や判断根拠等の検

証可能な資料を用い代表取締役社長を通じて取締役会に対し具体的に説明することとしております。

 
     （e）サステナビリティ委員会

当社は、当社グループのサステナビリティに関する取り組みを推進することを目的に、2023年６月にサステ

ナビリティ委員会を設置いたしました。本委員会は、管理本部管掌取締役を委員長として、各グループ会社の
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事業部門責任者その他適切なメンバーにより構成され、原則として毎四半期決算終了後に、また委員長の発議

により臨時に開催することでサステナビリティに関する基本方針や具体的な活動施策の協議、検討、提言及び

モニタリングを行ってまいります。なお、検討結果等につきましては、代表取締役社長を通じて取締役会に報

告がなされます。

 
     （f）グループリスク管理委員会

当社は、当社グループが事業活動を行うにあたって想定されるリスクの識別と評価、対策の検討を行うこと

を目的に、2023年６月にリスク管理委員会を設置いたしました。本委員会は、管理本部管掌取締役を委員長と

して各グループ会社の事業部門責任者その他適切なメンバーにより構成され、原則として毎四半期決算終了後

に、また委員長の発議により臨時に開催することでグループ全体のリスクに係る課題の確認、改善施策の進捗

状況のモニタリングを実施するとともに、リスク管理統合的リスクマネジメント（ ERM ）体制の構築の検討、

提言及びモニタリングを行ってまいります。なお、検討結果等につきましては、代表取締役社長を通じて取締

役会に報告がなされます。

 
     （g）グループコンプライアンス委員会

当社は、当社グループがコンプライアンスの方針、体制、運営方法などを定め、企業の社会的責任を深く自

覚し、日常の業務遂行において関係法令を遵守し、社会倫理に適合した行動を実践することを目的として、グ

ループコンプライアンス委員会を設置しております。本委員会は、管理本部管掌取締役を委員長として各グ

ループ会社の内部監査室長、管理本部長等その他適切なメンバーにより構成され、グループコンプライアンス

の状況を的確に把握し、グループコンプライアンス違反を未然に防止するとともに、グループコンプライアン

ス違反があった場合に対応するべく原則として毎四半期決算終了後に、また委員長の発議により臨時にグルー

プコンプライアンス委員会を開催しております。なお、検討結果等につきましては、代表取締役社長を通じて

取締役会に報告がなされます。

 
     （h）グループ内部監査室

当社ではグループ内部監査室を設置し、専任のグループ内部監査人３名によりグループ内部監査を実施して

おります。グループ内部監査は、業務の効率性や各種規程、職務権限に基づく牽制機能、コンプライアンス重

視等の観点から、当社及びグループ会社を原則として年１回監査することとしております。監査結果は速やか

に代表取締役社長に報告されると共に、当社及びグループ会社に監査結果及び改善事項が伝達され、監査の実

効性を高めるために、改善事項に対する改善方針案を監査責任者である代表取締役社長宛に提出させることと

しております。また、監査結果や改善事項に対する改善方針案をグループ内部監査室が代表取締役のみならず

監査等委員である社外取締役に対しても直接報告を行うことで、経営に対するモニタリング機能を強化すると

共に内部監査の実効性を確保しております。
 

     （i）会計監査人

会計監査につきましては、ＰｗＣあらた有限責任監査法人と監査契約を締結しております。
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〈当社の企業統治体制図〉

 

 
③ 企業統治に関するその他の事項

 （a）内部統制システムの整備状況

当社は、取締役会において「内部統制システムの構築に関する基本方針」を決定し、この基本方針に則り業

務の適正を確保するための体制（内部統制システム）を整備・運用しております。

当社の内部統制システムの概要は以下のとおりであります。

 

[1]取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

１．当社は、取締役会において「取締役会規程」を制定し、この規程に定める基準に従って会社の重要な

業務の執行を決定しております。

２．各取締役（監査等委員である取締役を除く。）は、原則として月１回の定例取締役会及び必要に応じ

て開催される臨時取締役会において、職務の執行状況を報告すると共に、他の取締役（監査等委員であ

る取締役を除く。）の職務の執行につき相互に監視監督を行っております。

３．各監査等委員である取締役は、取締役会に出席したうえで必要に応じて意見を述べることにより、取

締役（監査等委員である取締役を除く。）の職務の執行状況を監査しております。

４．当社は、コンプライアンス体制の基礎として、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用

人が実践すべき行動の基準を定めた「グループコンプライアンス管理規程」を制定しており、その徹底

を図っております。

５．当社は、「グループコンプライアンス管理規程」に基づきグループコンプライアンスホットライン制

度（内部通報制度）を構築し、法令及び定款違反行為を未然に防止しております。また、係る制度にお

いては、匿名での通報を認めると共に、通報者に対して不利益な取り扱いをしないことを保証しており

ます。

 

[2]取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

当社は、「文書管理規程」に基づき、以下の文書（電磁的記録を含む。以下同じ。）を関連資料と共
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に、適切な方法、かつ、検索容易な状態で確実に保存及び管理することとしております。

　(1)株主総会議事録

　(2)取締役会議事録

 (3)監査等委員会議事録

 (4)指名・報酬諮問委員会議事録

 (5)グループ予算・業績検討会議議事録

 (6)サステナビリティ委員会議事録

 (7)グループリスク管理委員会議事録

 (8)グループコンプライアンス委員会議事録

　(9)稟議書

　(10)契約書

　(11)会計帳簿、計算書類

　(12)事業報告

 (13)税務署その他の行政機関、金融商品取引所に提出した書類の写し

　　

[3]損失の危険の管理に関する規程その他の体制

１．当社は、抱えるリスクとして、以下に掲げるものを認識及び把握したうえで、個々のリスクをコント

ロールするため、必要な体制を整えることとしております。

(1)信用リスク

(2)内部統制リスク

(3)法令違反リスク

(4)情報漏洩リスク

(5)災害等のリスク

(6)その他事業継続に関するリスク

２．当社は、リスクコントロール体制の基礎として「グループリスク管理規程」を定め、当社グループが

事業活動を行うにあたって想定されるリスクの識別と評価、対策の検討を行うことを目的として、グ

ループリスク管理委員会を設置しております。グループリスク管理委員会は、年度毎にリスク抽出を行

い、当社グループにおけるリスクを取りまとめた後、各リスクの評価を行い、対応が必要なリスクに対

しては対応責任者を選定し必要な対策を行わせることとしております。

　

[4]取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

１．取締役会は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）に対して大幅な権限委譲を行い、会社運営

上の迅速な意思決定を行っているほか、独立した社外取締役を監査等委員として選任し、取締役（監査

等委員である取締役を除く。）に対する監視監督を行っております。

２．当社は、取締役会を原則として月１回定期的に開催するほか、必要に応じて臨時に開催し、機動的な

意思決定を行っております。

３．当社は、当社の取締役の職務の執行について、「稟議規程」、「業務分掌規程」及び「職務権限規

程」において執行の手続及び責任の所在を明確にし、効率的な職務の執行を可能にしております。

４．取締役（監査等委員である取締役を除く。）は、その職務の執行状況について、適宜、取締役会に対

して報告しております。

　

[5]使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

１．当社は、コンプライアンス体制の基礎として、「グループコンプライアンス管理規程」を定めており

ます。

２．当社は、「グループコンプライアンス管理規程」に基づきグループコンプライアンスホットライン制

度（内部通報制度）を構築し、法令及び定款違反行為を未然に防止すると共に、使用人が抱える各種の

相談に対応しております。

３．当社は、内部監査部門として、「グループ内部監査規程」に基づき、業務部門から独立したグループ

内部監査室を置いております。

４．当社は、情報セキュリティ基本方針及び情報セキュリティ社内ルールを整備し、情報セキュリティの

強化に努めております。
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[6]当社及び当社子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

１．子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

　当社は、「グループ会社管理規程」を制定し、グループ会社に関する諸手続及び管理体制を定めてお

ります。グループ会社管理は経営企画室が担当し、子会社を含むグループ会社の重要事項に対する当社

の機関の事前承認や報告を受けることにより、業務の適正を確保しております。

２．子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

(1)子会社は、抱えるリスクとして、以下に掲げるものを認識及び把握したうえで、個々のリスクをコン

トロールするため、必要な体制を整えることとしております。

イ．信用リスク

ロ．内部統制リスク

ハ．法令違反リスク

ニ．情報漏洩リスク

ホ．災害等のリスク

ヘ．その他事業継続に関するリスク

(2)子会社は、当社が定める「グループリスク管理委員会規程」に基づき、当社グループが事業活動を行

うにあたって想定されるリスクの識別と評価、対策の検討を行うことを目的として、グループ会社共

同でグループリスク管理委員会を運営しております。グループリスク管理委員会は、年度毎にリスク

抽出を行い、当社グループにおけるリスクを取りまとめた後、各リスクの評価を行い、対応が必要な

リスクに対しては対応責任者を選定し必要な対策を行わせることとしております。

３．子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

(1)子会社の取締役会は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）に対して大幅な権限委譲を行い、

会社運営上の迅速な意思決定を行っているほか、子会社においても当社グループから独立した社外取

締役を監査等委員として選任し、取締役（監査等委員である取締役を除く。）に対する監視監督を

行っております。

(2)子会社は、原則として取締役会を月１回定期的に開催するほか、必要に応じて臨時に開催し、機動的

な意思決定を行っております。

(3)子会社は、子会社の取締役の職務の執行について、「稟議規程」、「業務分掌規程」及び「職務権限

規程」において執行の手続及び責任の所在を明確にし、効率的な職務の執行を可能にしております。

(4)子会社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）は、その職務の執行状況について、適宜、親会

社たる当社の監査等委員である取締役がオブザーバーとして参加する子会社の取締役会に対しても報

告をしております。

４．子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

(1)子会社は、当社の「グループコンプライアンス管理規程」に基づき、グループ会社共同でグループコ

ンプライアンスホットライン制度（内部通報制度）を構築し、法令及び定款違反行為を未然に防止す

ると共に、使用人が抱える各種の相談に対応しております。また、通報の事実及び当該通報の内容に

ついても、子会社の監査等委員である取締役だけでなく、親会社たる当社の監査等委員である取締役

に対して報告を行うこととしております。

(2)子会社は、内部監査部門として、「内部監査規程」に基づき、業務部門から独立した内部監査室を置

き、独立社外取締役等で構成される監査等委員会との情報共有に努めております。

(3)子会社は、情報セキュリティ基本方針及び情報セキュリティ社内ルールを整備し、情報セキュリティ

の強化に努めております。
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[7]監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役（監査等委員である取締役を除

く。）からの独立性に関する事項及び監査等委員による取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使

用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

１．監査等委員である取締役は、「監査等委員会規程」に基づき、その職務の執行を補助すべき使用人

（以下「補助使用人」といいます。）を使用することができるとしております。

２．当社は、補助使用人が監査等委員である取締役の職務を補助するに際しては、取締役（監査等委員で

ある取締役を除く。）及び使用人の指揮命令に従うことなく、専ら監査等委員である取締役の指揮命令

に従うこととしております。

 

[8]取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員会に報告をするための体制、当該報告

をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けないことを確保するための体制及び監査

等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

１．取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、当社における重大な法令違反その他コン

プライアンスに関する重要な事実を発見した場合には、直ちに監査等委員である取締役に報告すること

とし、「グループコンプライアンス管理規程」に基づき直ちにコンプライアンス委員会を招集し、コン

プライアンス違反に対処するとともに、必要に応じて注意喚起や再発防止策等の対応を取ることとして

おります。

２．当社は、「監査等委員会規程」に、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等

委員である取締役に報告すべき事項及び時期について定めており、取締役（監査等委員である取締役を

除く。）及び使用人は、当社の業務又は業績に影響を与える重要な事項について監査等委員である取締

役に都度報告することとしております。また、監査等委員である取締役は、いつでも必要に応じて、取

締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人に対して報告を求めることができることとしてお

ります。

３．監査等委員である取締役は、当社グループの法令遵守体制に問題を認めたときは、取締役会において

意見を述べると共に、改善策の策定を求めることができることとしております。

４．取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等委員である取締役が事業の報告を

求めた場合又は業務及び財産の調査を行う場合は、迅速かつ的確に対応することとしております。　

５．取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等委員である取締役に直接報告を行

うことができるものとし、当該報告を行ったことを理由として不利な取り扱いを行うことを社内規程等

において禁止しております。

 
[9]監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費用の前払又

は償還の手続きその他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項及び監

査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

１．当社は、監査等委員である取締役がその職務の執行において、当社に対し、会社法第399条の２第４項

に基づく費用の前払等の請求をした場合、当該費用又は債務が監査等委員である取締役の職務の執行に

必要でない場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理することとしております。

２．当社は、監査等委員である取締役が、独自に外部専門家を監査等委員である取締役の職務の執行のた

めに利用することを求めた場合、その費用を負担することとしております。

 
[10]反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及び反社会的勢力排除に向けた整備状況

１．当社は、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体とは一切の関係を遮断し、これ

らの団体からの要求を断固拒否すると共に、これらの団体と関わりのある企業、団体、個人とはいかな

る取引も行いません。また、所轄の警察署、顧問弁護士等の外部専門機関との連携に努め、全社を挙げ

て毅然とした態度で対応します。

２．社内規程等の整備状況

当社は、「反社会的勢力に対する基本方針」において、当社の取締役（監査等委員である取締役を含

む。）及び使用人は、反社会的勢力からの不当要求には一切応じず、毅然として法的対応を行う旨を規

定しております。

３．社内体制の整備状況

(1)対応統括部署及び不当要求防止責任者の設置状況
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当社は、管理本部に複数の不当要求防止責任者を設置するとともに、反社会的勢力に関する情報を

集約し一元的に管理する体制を構築しております。

(2)外部の専門機関との連携状況

当社は、所轄の警察署、顧問弁護士のほか、公益財団法人暴力団追放運動推進都民センター及び公

益社団法人警視庁管内特殊暴力防止対策連合会等の外部専門機関との連携を平時においても図ってお

ります。

(3)反社会的勢力に関する情報の収集及び管理の状況

当社は、管理本部において、定期的に外部専門機関から情報を入手し、社内に周知すると共に、入

手した情報の管理をしております。

 

 （b）リスク管理体制の整備状況

各グループ会社は年度毎にリスク抽出を行い、リスクを取りまとめた後、グループリスク管理委員会に報告

することとしています。グループリスク管理委員会においてリスク評価を行い、対応が必要なリスクに対して

は対応責任者を選定し必要な対策を行わせることとし、その後の取締役会において報告することとしておりま

す。

 

 （c）取締役の定数及び選任決議要件

当社の取締役は７名以内とする旨、また取締役のうち、監査等委員である取締役は４名以内とする旨を定款

に定めております。また当社は、取締役の選任決議要件につき、議決権を行使できる株主の議決権の３分の１

以上を有する株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び累積投票によらない旨を定款に定めてお

ります。

 

 （d）取締役会の活動状況

当事業年度において当社は、取締役会を原則毎月１回以上開催しており、年間28回開催しております。個々

の取締役の出席状況は次のとおりであります。

 
氏　名 開催回数 出席回数

寺下　史郎 28回 28回

藤原　　豊 22回 22回

大西　一史 28回 28回

家森　信善 28回 28回

能見　公一 28回 28回
 

 
なお、取締役会における具体的な検討内容として、月次決算及び予実分析結果の検討のほか、グループ予算

や業績の検討、当事業年度においては臨時の取締役会を複数開催し当社グループの情報管理体制等の改善策及

びガバナンス体制の強化や第三者委員会からの提言内容を踏まえた再発防止委員会により策定された再発防止

策の検討等を行っております。

 

 （e）取締役の責任免除

当社は、職務の執行にあたり期待される役割を十分に発揮できるようにするために、会社法第426条第１項の

規定により、任務を怠ったことによる取締役（取締役であった者を含む。）の損害賠償責任を法令の限度にお

いて、取締役会の決議によって免除することができる旨定款に定めております。
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 （f）責任限定契約

当社と取締役（業務執行取締役等であるものを除く。）とは、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、

会社法第425条第１項に定める最低責任限度額としております。なお、当該責任限定は、当該取締役（業務執行

取締役等であるものを除く。）が責任の原因となった職務の執行について、善意かつ重大な過失がないときに

限られます。

 
 （g）補償契約

取締役寺下史郎氏、藤原豊氏、大西一史氏、家森信善氏、能見公一氏及び木村晃氏は当社と会社法第430条の

２第１項に規定する補償契約を締結しており、同項第１号の費用及び同項第２号の損失を法令の定める範囲内

において当社が補償することとしております。

 
 （h）役員等賠償責任保険契約

　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者

が負担することとなる法律上の損害賠償金、争訟費用を当該保険契約により填補することとしております。当

該役員等賠償責任保険契約の被保険者は当社役員（会社法上の取締役、重要な使用人をいい既に退任している

者も含みます。以下、本項において同じです。）、当社子会社役員であり、当社役員分の保険料については、

当社が負担しております。もっとも、被保険者の職務執行に関して悪意又は重大な過失があったことに起因す

る場合、若しくは役員等賠償責任保険契約において保険会社が免責されるべき事由として規定されている事由

のある場合には保険が適用されないとすることで会社役員の職務の執行の適正性が損なわれないようにするた

めの措置を講じています。役員等賠償責任保険契約の契約期間は１年であり、当該期間の満了前に取締役会に

おいて決議の上、これを更新する予定であります。

 
 （i）剰余金の配当等

当社は、剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項については、法令に別段の定めのある場合を

除き、株主総会の決議によらず取締役会の決議により定めることができる旨を定款に定めております。これは

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策及び配当政策を図ることを目的とするものであります。

 

 （j）中間配当

当社は、取締役会の決議により、毎年９月30日を基準日として中間配当を行うことができる旨を定款に定め

ております。これは、株主への機動的な剰余金の分配を行うことを目的とするものであります。

 

 （k）株主総会の特別決議

当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株

主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨を定款に定めて

おります。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行う

ことを目的とするものであります。
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(2) 【役員の状況】

①　役員一覧

男性6名　女性0名　（役員のうち女性の比率0％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

（株）

代表取締役社長
・CEO

寺下  史郎 1959年１月５日

1982年11月 株式会社エイ・アイ・エイ（現ジー・アイ
アール・コーポレーション株式会社）入社

1997年10月 株式会社アイ・アール ジャパン（旧株式会

社アイ・アール ジャパン）入社

2001年１月 同社執行役員

2004年９月 経済産業省「企業価値研究会」委員

2006年６月 株式会社アイ・アール ジャパン（旧株式会

社アイ・アール ジャパン）取締役専務執行

役員

2007年４月 同社取締役副社長

2007年10月 株式会社アイ・アールジャパンホールディン

グス（現株式会社アイ・アール ジャパン）

代表取締役社長

2007年12月 株式会社アイ・アール ジャパン（旧株式会

社アイ・アール ジャパン）代表取締役社長

2008年４月 株式会社アイ・アール ジャパン代表取締役

社長・CEO

2012年３月

 
経済産業省「コーポレート・ガバナンス・シ

ステムの在り方に関する研究会」委員

2015年２月 当社代表取締役社長・CEO（現任）

2017年12月 経済産業省「CGS研究会（コーポレート・ガ

バナンス・システム研究会）」委員

2021年２月 株式会社ＪＯＩＢ代表取締役社長・CEO

2022年11月 株式会社アイ・アール ジャパン取締役

2022年11月 株式会社ＪＯＩＢ代表取締役社長（現任）

(注)２ 9,055,100

取締役 藤原　　豊 1971年８月13日

1995年４月 西松建設株式会社入社

2010年９月 株式会社アイ・アール ジャパン入社

2011年４月 同社コーポレートプランニングユニット長

2013年１月 同社経理総務ユニット長

2015年２月 当社経理総務ユニット長

2017年１月 株式会社アイ・アール ジャパン管理本部長

2017年７月 同社業務本部　副本部長

2019年９月 当社経理総務部長

2020年１月 株式会社アイ・アール ジャパン管理本部長

2021年２月 株式会社ＪＯＩＢ管理本部長

2022年５月 株式会社ＩＲＪビジネスコンサルティングス

タッフ取締役

2022年６月 当社取締役管理本部長

2022年６月 株式会社アイ・アール ジャパン取締役管理

本部長

2022年６月 株式会社ＪＯＩＢ取締役管理本部長

2022年９月 当社取締役管理本部管掌経営企画部長（現

任）

2022年９月 株式会社アイ・アール ジャパン取締役管理

本部管掌企画本部長（現任）

2022年９月 株式会社ＪＯＩＢ取締役管理本部管掌企画本

部長（現任）

2022年９月 株式会社ＩＲＪビジネスコンサルティングス

タッフ取締役管理本部管掌企画本部長（現

任）

(注)２ 1,900

取締役

（監査等委員）
大西　一史 1948年８月16日

1972年４月 株式会社電通入社

1992年４月 同社ラジオ局ラジオ２部長

1998年１月 同社総務局文書部長

2002年６月 同社総務局長

2004年６月 株式会社電通ファシリティマネジメント（現

株式会社電通ワークス）代表取締役社長

2015年６月 株式会社アイ・アール ジャパン社外取締役

（監査等委員）

2017年６月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

2018年６月 株式会社アイ・アール ジャパン取締役（監

査等委員）（現任）

2021年２月 株式会社ＪＯＩＢ取締役（監査等委員）（現

任）

2022年５月 株式会社ＩＲＪビジネスコンサルティングス

タッフ監査役（現任）

(注)３ 2,000
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

（株）

取締役

（監査等委員）
家森 信善 1963年８月13日

2004年２月 名古屋大学(現国立大学法人東海国立大学機

構名古屋大学）大学院経済学研究科教授

2011年１月 金融庁「金融審議会」委員

2012年６月 株式会社アイ・アール ジャパン社外監査役

2014年４月 国立大学法人名古屋大学(現国立大学法人東

海国立大学機構名古屋大学）大学院経済学研

究科客員教授（現任）

2014年４月 国立大学法人神戸大学経済経営研究所教授

（現任）

2015年２月 当社社外監査役

2015年６月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

2016年４月 国立大学法人神戸大学経済経営研究所副所長

2016年４月 金融庁参与

2018年６月 株式会社地域経済活性化支援機構社外取締役

（現任）

2019年４月 財務省「財政制度等審議会」専門委員

2021年４月 国立大学法人神戸大学経済経営研究所所長

2021年６月 日本貸金業協会副会長・公益理事（現任）

2023年４月 国立大学法人神戸大学経済経営研究所地域共

創研究推進センター長（現任）

2023年４月 財務省「財政制度等審議会」委員（現任）

2023年４月 金融広報中央委員会委員（現任）

(注)３ -

取締役

（監査等委員）
能見　公一 1945年10月24日

1969年４月 農林中央金庫入庫

1999年６月 同庫常務理事

2002年６月 同庫専務理事

2004年６月 農林中金全共連アセットマネジメント株式会

社代表取締役社長

2006年６月 株式会社あおぞら銀行代表取締役副会長

2007年２月 同行代表取締役会長兼CEO

2008年７月 一橋大学大学院国際企業戦略研究科客員教授

2008年７月 年金積立金管理運用独立行政法人運用委員会

委員

2009年７月 株式会社産業革新機構（現株式会社産業革新

投資機構）代表取締役CEO

2009年10月 フィデアホールディングス株式会社社外取締

役

2012年６月 東京電力株式会社（現東京電力ホールディン

グス株式会社）社外取締役

2015年７月 株式会社ジェイ・ウィル・コーポレーション

顧問（現任）

2016年３月 西本Wismettacホールディングス株式会社社

外取締役（現任）

2016年６月 コニカミノルタ株式会社社外取締役

2017年１月 金融庁参与

2017年６月 スパークス・グループ株式会社社外取締役

（現任）

2021年６月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

(注)３ -

取締役

（監査等委員）
木村　　晃 1962年11月2日

1986年４月 本田技研工業株式会社入社

2003年１月 Honda Motor Europe Ltd.欧州地域本社人事法

務部長

2008年４月 本田技研工業株式会社管理本部秘書室長

2011年４月 Asian Honda Motor Co.Ltd.アジア大洋州地域

本社人事労政部長

2013年４月 本田技研工業株式会社経営企画部長兼経営企

画室長

2017年４月 同社経営企画統括部長

2020年４月 株式会社本田技術研究所取締役管理担当兼コ

ンプライアンスオフィサー

2022年４月 本田技研工業株式会社人事・コーポレートガ

バナンス統括部執行職

2023年６月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

(注)３ -

計 9,059,000
 

(注) １．取締役大西一史、家森信善、能見公一及び木村晃は、社外取締役であります。
２．取締役（監査等委員である取締役を除く。）の任期は、2023年６月16日から2024年３月期に係る定時株主総

会終結の時までであります。
３．監査等委員である取締役の任期は、2023年６月16日から2025年３月期に係る定時株主総会終結の時までであ

ります。
４．監査等委員会の体制は、次のとおりであります。
　　委員長　家森　信善

委員　　大西　一史

委員　　能見　公一
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　　委員　　木村　　晃

 
②　社外役員の状況

当社は、社外役員による経営の牽制機能を強化し、経営の健全性、効率性及び透明性を確保すべく、社外取締役

４名を選任しております。なお、当社グループは、独立性判断基準を定めており、株主、投資者の判断に影響を及

ぼすおそれのない独立性の高い社外役員を以下のとおり選任しております。

社外取締役の大西一史は、大手広告代理店子会社における経営者としての豊富な実績と経験を有していることか

ら、当社の経営に対し厳格な監視・監督を行うと共に、重要な経営判断や想定されるリスク対応に関する意思決定

等全般にわたって助言、提言を行うために選任しております。また、大西一史は当社の株式2,000株を所有してお

りますが、当社と大西一史との間にそれ以外に人的関係、資本的関係又は重要な取引関係その他記載すべき利害関

係はありません。

社外取締役の家森信善は、金融論、コーポレート・ガバナンス等の専門家であることから、当社経営に対して中

立的な立場からの助言を受けるとともに、偏りのない経営の監督・監視を行うために選任しております。また、当

社と家森信善との間に人的関係、資本的関係又は重要な取引関係その他記載すべき利害関係はありません。

社外取締役の能見公一は、金融業の経営や投資活動を通じた企業の事業育成および支援の他、様々な企業での社

外役員としての豊富な実績と経験に基づいた重要な経営判断や想定されるリスク対応に関する意思決定等全般にわ

たって助言、提言を行い、取締役会の意思決定の妥当性、適法性を確保するために選任しております。また、当社

と能見公一との間に人的関係、資本的関係又は重要な取引関係その他記載すべき利害関係はありません。

社外取締役の木村晃は、グローバル企業における豊かな経験及び豊富な見識を有しており、当社グループの経営

全般に対する監督の役割を担うに相応しいことから、重要な経営判断や想定されるリスク対応に関する意思決定全

般にわたって助言、提言を行うために選任しております。また、当社と木村晃との間に人的関係、資本的関係又は

重要な取引関係その他記載すべき利害関係はありません。

以上のとおり、大西一史、家森信善、能見公一及び木村晃の各社外取締役を、株主・投資者の判断に影響を及ぼ

すおそれのない独立性の高い東京証券取引所の定めに基づく独立役員として選任しております。

なお、当社が定める社外取締役の独立性判断基準は、以下のとおりです。

＜社外取締役の独立性判断基準＞

当社は、社外取締役の独立性基準を以下のとおり定め、社外取締役およびその候補者が次の項目のいずれにも

該当しない場合は、当社にとって独立性を有するものとみなす。

①当社及び当社子会社（以下「当社グループ」と総称する。）に勤務経験を有する者

②当社の主要な株主又は主要な株主が法人である場合は当該法人に所属する業務執行者（※１）

③当社グループが議決権ベースで10％以上の株式を保有する会社の業務執行者

④当社グループの主要な取引先の業務執行者（※２）

⑤当社グループの主要な借入先の業務執行者（※３）

⑥当社グループの会計監査人である監査法人において勤務経験を有する者

⑦当社グループから、多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計士、弁護士、税理士（※４）

⑧当社グループから多額の寄付又は助成を受けている者（※５）

⑨当社グループから取締役を受け入れている会社の業務執行者

⑩過去５年間において上記②から⑧のいずれかに該当していた者

⑪上記①から⑩に該当する者の近親者等

※１：主要な株主とは、直接保有、間接保有を問わず、当社事業年度末において議決権ベースで10％以上を保

有する株主をいう。

※２：主要な取引先とは、当社グループがサービスを提供している取引先であり、直近連結会計年度における

年間取引額が、当社グループの年間連結売上高の３％を超えるものをいう。

※３：主要な借入先とは、当社グループが借入を行っている金融機関であり、直近連結会計年度における借入

額の年間平均残高が、当社グループの連結総資産の３％を超える金融機関をいう。

※４：多額の金銭その他の財産とは、直近連結会計年度において、役員報酬以外の年間1,000万円を超える金

銭その他の財産上の利益をいう。当該財産を得ている者が法人、組合等の団体である場合には、当該団

体に所属する者をいう。

※５：多額とは、当社グループから年間1,000万円を超えるときをいう。当該寄付および助成を受けている者

が法人等の団体である場合は、当該団体に所属する業務執行者をいう。
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③　社外取締役による監督又は監査と内部監査、監査等委員会による監査及び会計監査との相互連携並びに内部統制

部門との関係

 当社の社外取締役は監査等委員を務め、グループ内部監査室から報告を定期的に受けており、また、会計監査人

との情報交換等の協力関係により正確な状況把握に努めております。

 

(3) 【監査の状況】

① 監査等委員監査の状況

（監査等委員会の組織、人員、手続き、開催頻度、個々の監査等委員の出席状況）

当社は、監査等委員会設置会社であり、本書提出日現在、常勤の社外取締役２名と非常勤の社外取締役２名で

構成されております。また、監査等委員の監査機能強化をさらに図るため、業務執行から独立した使用人１名が

監査等委員の業務を補助しております。

監査等委員及び監査等委員会は、年度監査計画を策定し、監査等委員会監査基準、監査等委員会規程に則り監

査を実施しております。

当事業年度において当社は、監査等委員会を原則毎月１回開催しており、年間21回開催しております。個々の

監査等委員の出席状況は次のとおりであります。

 

氏名 役職名 開催回数 出席回数

大西　一史 社外取締役（常勤） 21回 21回

家森　信善 社外取締役 21回 21回

能見　公一 社外取締役 21回 21回
 

 
（監査等委員会の具体的な検討事項）

監査等委員会は、年間を通じて次のような案件に関して決議、審議、報告をしております。

主な決議事項：監査計画、会計監査人の評価及び再任、会計監査人の報酬の同意、指名・報酬諮問委員会にお

いて審議を経た取締役選任議案の同意、監査報告書提出等

主な審議・報告：取締役会議案の事前確認、会計監査人からの報告内容等

 
（監査等委員会の活動状況）

取締役会に出席し、議事運営、決議内容等を監査し、必要に応じて意見表明を行っております。その他、主に

常勤の監査等委員が重要な会議に出席して意見を述べています。また、内部監査を実施するグループ内部監査室

と随時情報交換を実施し、それぞれの監査過程で発見された事項に関する情報を共有することにより、全社的な

業務改善に連携して取り組んでおり、会計監査人であるＰｗＣあらた有限責任監査法人とも定期的に意見交換を

実施し、異なる立場からの監査を有機的に連携させることにより、当社グループの業務の適正性確保に努めてお

ります。なお、これらの監査につきましては、監査等委員会より取締役会に報告され、改善すべき課題等が発見

された場合には、迅速に改善する体制を確立しております。
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②　内部監査の状況

当社は、社長直轄部門として、当社グループ全体の内部監査を実施するグループ内部監査室を設置しており、

人員は３名で構成しております。グループ内部監査室は、取締役会の承認を得た内部監査規程に基づき内部監査

計画を策定し、代表取締役社長の承認を得たうえで、原則として子会社を含む各部門に対し監査を行っておりま

す。グループ内部監査室は、監査等委員及び監査等委員会と随時情報交換を実施し、それぞれの監査過程で発見

された事項に関する情報を報告、共有することにより、全社的な業務改善に連携して取り組んでおります。

また、内部監査の実効性を確保するための取り組みとして、グループ内部監査室は、会計監査人であるＰｗＣ

あらた有限責任監査法人とも定期的に意見交換を実施し、異なる立場からの監査を有機的に連携させることによ

り、当社グループの業務の適正性確保に努めていることに加え、監査結果についてはグループ内部監査室より代

表取締役社長及び内部統制を管掌する管理本部管掌取締役に随時報告されるほか、グループ内部監査室長による

定例の監査等委員会への出席を通じ直接報告されることとしております。改善すべき課題等が発見された場合に

も、改善指示及び改善報告並びに改善状況報告のプロセスを上記と同様に実施することで、迅速に改善する体制

を確立しております。

 
③ 会計監査の状況

（a）監査法人の名称

　ＰｗＣあらた有限責任監査法人

 
（b）継続監査期間

　13年間

 
（c）業務を執行した公認会計士

　矢野　貴詳

　関根　和昭

 

（d）監査業務に係る補助者の構成

　当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士２名、その他13名であります。

 

（e）監査法人の選定方針と理由

　当社は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監査等委員

全員の合意に基づき監査等委員会が、会計監査人を解任いたします。

　また、上記の場合のほか、会計監査人の適格性及び独立性を害する事由等の発生により、適正な監査の遂行

が困難であると認められた場合、監査等委員会は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する

議案の内容を決定いたします。

　監査等委員会において、ＰｗＣあらた有限責任監査法人に解任及び不再任に該当する事象がなかったため再

任しております。

 

（f）監査等委員会による監査法人の評価

　当社の監査等委員会は、監査法人に対して毎期評価を行っております。監査等委員会は、ＰｗＣあらた有限

責任監査法人と緊密なコミュニケーションをとっており、適時かつ適切に意見交換や監査状況を把握しており

ます。その結果、監査法人が有効に機能し、監査品質に相対的優位性があるものと判断しております。
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④　監査報酬の内容等

（a）監査公認会計士等に対する報酬

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

提出会社 7,920 － 5,200 －

連結子会社 22,920 － 23,220 －

計 30,840 － 28,420 －
 

 

（b）監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬（（a）を除く）

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

提出会社 － 290 － 2,650

連結子会社 － 4,983 － 2,645

計 － 5,273 － 5,295
 

（注）当社及び連結子会社における非監査報酬の内容は、税務関連業務等であります。

 
（c）その他重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

　該当事項はありません。

 

（d）監査報酬の決定方針

　監査計画並びにそれに基づく見積監査工数をもとに、協議の上決定することとしております。

 
（e）監査等委員会が会計監査人の報酬等に同意した理由

　当社は、監査等委員会が日本監査役協会の公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、社

内関係部署及び会計監査人からの必要な資料の入手や報告を通じて、会計監査人の監査計画の内容、従前の事

業年度における職務執行状況や報酬見積もりの算出根拠等を検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社

法第399条第１項の同意を行っております。
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(4) 【役員の報酬等】

①　役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針

当社は、取締役が受ける報酬等の方針を取締役会の決議にて以下のとおり定めております。

（a）取締役（監査等委員である取締役を除く。）

　当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、１.月額報酬、２.賞与、３.株式報酬で構成

されております。基本報酬である月額報酬については、役職ごとの役員報酬の額またはその算定方法の決定に

関する方針を定めていないものの、経営の意思決定および監督業務の職責に基づく対価としてその職位、職責

等に応じたものとしつつ当社グループ全体の業績貢献を重視する観点から前連結会計年度の業績貢献を勘案し

た上で柔軟に決定することとしております。

　業績連動報酬である賞与については、当社グループにおける持続的な成長を測る上での重要なメルクマール

の一つである前連結会計年度の連結営業利益の増加率等に基づき、過去の支給実績や貢献度などを総合的に勘

案の上、指名・報酬諮問委員会への諮問、答申を踏まえて決定することとしております。

　また、非金銭報酬である株式報酬は、譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。譲渡制限解除の要件は

在籍要件のみとしておりますが、支給する金銭報酬債権の額につきましては、前連結会計年度の目標達成度や

対象取締役の貢献度および「現金報酬：株式報酬」や「固定報酬：変動報酬」の割合等を総合的に勘案すると

ともに、連結会計年度毎に指名・報酬諮問委員会への諮問、答申を踏まえ決定することとしております。

　なお、報酬等の種類毎の取締役個人別の構成割合の決定に関する方針につきましては、具体的な比率は定め

ないものの、中長期的に業績連動報酬や株式報酬の比率を高めていくことを基本方針とし、前連結会計年度の

業績貢献に応じた柔軟な報酬体系としております。また報酬等の支給時期または条件の決定に関する方針につ

きましては、２月～３月に開催される指名・報酬諮問委員会および取締役会において、来期の月額報酬および

譲渡制限付株式報酬の額および条件を決定することとしております。

　取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては、指名・報酬諮問委員会が原案について決定方針との整

合性を含めた多角的な検討を行っているため、取締役会も基本的にその答申を尊重し決定方針に沿うものであ

ると判断しております。

（b）監査等委員である取締役

　当社の監査等委員である取締役の報酬は、基本報酬である月額の固定金銭報酬のみで構成されており、業績

連動報酬や株式報酬の要素は含まないものとしております。また、監査等委員の協議によって決定しておりま

す。 

 
②　取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

　当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬限度額は、2015年６月24日開催の第１期定時株主総

会において年額150百万円以内（使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない。）と決議されております。当該

定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の員数は２名です。取締役（監査等委員）

の報酬限度額は、2015年６月24日開催の第１期定時株主総会において年額50百万円（うち社外取締役分は40百万

円）以内と決議されております。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員）の員数は３名（うち、社外

取締役は３名）です。

　また、2017年６月26日開催の第３期定時株主総会において、当社の取締役（監査等委員である取締役を除

く。）に、当社グループの企業価値向上のためのインセンティブを付与するとともに、株主の皆様との一層の価

値共有を進めることを目的として、新たに譲渡制限付株式報酬制度を導入することが決議されております。当該

定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の員数は２名です。

 
③　取締役の個人別の報酬等の内容の決定に関する事項

　取締役会が個人別の役員報酬等の額等を決定するに際しては、株主総会において決議された限度額の範囲内

で、かつ報酬額の妥当性および業績評価の透明性を確保する観点から、取締役会が独立性が担保された指名・報

酬諮問委員会に諮問し、その十分な審議を経たうえで決定することとしております。
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＜指名・報酬諮問委員会の役割・活動内容＞

　指名・報酬諮問委員会は、取締役会の諮問機関として、当社及び子会社の取締役の選改任に関する基本方

針の制定、変更及び廃止に関する審議や、当社及び子会社の取締役及び重要な使用人の報酬に関する決定方

針の策定を含む報酬制度の構築に関する審議を行うほか、当社及び子会社取締役の選解任に関する事項や個

人別の報酬等に係る方針を含む個人別の報酬等内容等についてもその妥当性について審議を行い、取締役会

に対して助言・提言を行っております。

　なお、当事業年度の当社及び子会社の取締役の役員報酬については、以下のとおり審議いたしました。

・2022年３月30日：当社グループ会社社内取締役の報酬について（2022年度の役員体制の報酬額の検討と

承認）

・2022年５月13日：当社グループ会社社内取締役の報酬について（BCSの役員体制の報酬額の検討と承

認）

・2022年９月19日：当社グループ会社社内取締役の報酬について（アイ・アールジャパンの新役員体制の

報酬額の検討と承認）

 
＜取締役会の役割・活動内容＞

 取締役会は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）の職務の執行の監督を行う機関として当社及び

子会社の取締役及び重要な使用人の報酬に関する決定方針や報酬制度に対して監視監督を行うほか、決議の

前提となる事実認識の過程や事実認識に基づく意思決定の推論過程・内容等の合理性等を踏まえながら審

議、決定しております。

　・2022年３月30日：指名・報酬諮問委員会からの答申に関する承認の件

 ・2022年５月13日：指名・報酬諮問委員会からの取締役選任及び報酬等の答申内容承認の件

 ・2022年６月17日：取締役（監査等委員である取締役を除く。）月額報酬改定の件

 ・2022年９月21日：指名・報酬諮問委員会からの答申に関する承認の件

 

④　提出会社の役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分

報酬等

の総額

（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる

役員の員数

（名）
基本報酬

非金銭

報酬等 業績連動報酬

取締役（監査等委員を除く。）

（社外取締役を除く。）
31,518 31,318 200 － 4

取締役（監査等委員）

（社外取締役を除く。）
－ － － － －

社外取締役（監査等委員） 20,160 20,160 － － 3

合計 51,678 51,478 200 － 7
 

(注)非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、割り当ての際の条件等は、「①役員の報酬等の額又はその算定方法

の決定に関する方針等」のとおりであります。
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⑤　提出会社の役員ごとの連結報酬等の総額等

氏名
連結報酬等
の総額
（千円）

役員区分 会社区分

連結報酬等の種類別の額（千円）

基本報酬 非金銭報酬等 業績連動報酬

寺下　史郎 125,550 取締役
提出会社 24,960 150 －

連結子会社 99,840 600 －
 

(注)１.非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、割り当ての際の条件等は、「①役員の報酬等の額又はその算定方

法の決定に関する方針等」のとおりであります。

(注)２.連結報酬等の総額が１億円以上である者に限定して記載しております。なお、連結子会社を含めたグループ

全体の役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数は以下のとおりとなっ

ております。

役員区分 会社区分
報酬等の
総額

（千円）

報酬等の種類別の総額（千円）
対象となる
役員の員数
（名）

基本報酬
非金銭
報酬等

業績連動
報酬

取締役（監査等委員を除く。）
 
（社外取締役を除く。）

提出会社 31,518 31,318 200 － 4

連結子会社 299,982 297,182 2,800 － 8

計 331,500 328,500 3,000 － 12

取締役（監査等委員）
 
（社外取締役を除く。）

提出会社 － － － － －

連結子会社 8,640 8,640 － － 1

計 8,640 8,640 － － 1

社外取締役（監査等委員）

提出会社 20,160 20,160 － － 3

連結子会社 21,000 21,000 － － 3

計 41,160 41,160 － － 6

合計

提出会社 51,678 51,478 200 － 7

連結子会社 329,622 326,822 2,800 － 12

計 381,300 378,300 3,000 － 19
 

 

(注)非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、割り当ての際の条件等は、「①役員の報酬等の額又はその算定方法

の決定に関する方針等」のとおりであります。
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(5) 【株式の保有状況】

①　投資株式の区分の基準及び考え方

当社は、保有目的が純投資目的である投資株式と純投資目的以外の目的である投資株式の区分について、専ら

株式の価値の変動又は株式に係る配当によって利益を受けることを主たる目的とするか否かにより区分しており

ます。純投資目的以外の目的である投資株式を保有するにあたっては、当社グループの事業において業績向上に

著しく貢献することが見込まれるか否かを基準としております。

 
②　保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

（a）保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証の

内容

当社は、原則として純投資目的以外の目的である投資株式を保有しません。上記の基準に基づき当社が純投

資目的以外の目的である投資株式を保有した場合は、保有目的の適否や、保有に伴う便益やリスクについて資

本コストを勘案しつつ定期的に取締役会において検証し、結果を開示いたします。売却に当たっては、一定の

保有期限を設定し、当社事業における取引状況を勘案しつつ売却するものといたします。

 
（b）銘柄数及び貸借対照表計上額

 
銘柄数
(銘柄)

貸借対照表計上額の
合計額(千円)

非上場株式 1 0

非上場株式以外の株式 － －
 

 
（当事業年度において株式数が増加した銘柄）

該当事項はありません。
 

（当事業年度において株式数が減少した銘柄）

該当事項はありません。
 

（c）特定投資株式及びみなし保有株式の銘柄ごとの株式数、貸借対照表計上額等に関する情報

特定投資株式

該当事項はありません。

みなし保有株式

該当事項はありません。
 

③　保有目的が純投資目的である投資株式

区分

当事業年度 前事業年度

銘柄数
(銘柄)

貸借対照表計
上額の合計額

(千円)

銘柄数
(銘柄)

貸借対照表計
上額の合計額

(千円)

非上場株式 1 65,631 1 68,402

非上場株式以外の株式 1 100,000 1 100,000
 

 

区分

当事業年度

受取配当金の
合計額(千円)

売却損益の
合計額(千円)

評価損益の
合計額(千円)

非上場株式 － － －

非上場株式以外の株式 － － －
 

 
④　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的から純投資目的以外の目的に変更したもの

該当事項はありません。
 

⑤　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的以外の目的から純投資目的に変更したもの

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1) 当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。以

下、「連結財務諸表規則」といいます。)に基づいて作成しております。

 

(2) 当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」といいます。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度(2022年４月１日から2023年３月31日ま

で)の連結財務諸表及び事業年度(2022年４月１日から2023年３月31日まで)の財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責

任監査法人により監査を受けております。

 
３　連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容を適切に把握し、会計基準等の変更等に的確に対応するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、また当該

基準機構及びその他の会計に関する専門機関が実施する研修にも参加しております。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

① 【連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,802,794 4,077,354

  売掛金 1,051,653 592,337

  契約資産 37,820 29,352

  仕掛品 6,835 7,133

  前払費用 155,896 167,320

  未収還付法人税等 51,209 422,680

  その他 96,875 270,079

  流動資産合計 7,203,085 5,566,258

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物附属設備 334,612 360,194

    減価償却累計額 △128,018 △151,138

    建物附属設備（純額） 206,593 209,055

   車両運搬具 20,434 20,434

    減価償却累計額 △11,191 △14,604

    車両運搬具（純額） 9,242 5,830

   工具、器具及び備品 449,371 353,633

    減価償却累計額 △276,756 △217,937

    工具、器具及び備品（純額） 172,615 135,695

   有形固定資産合計 388,452 350,581

  無形固定資産   

   ソフトウエア 697,949 723,310

   その他 9,607 65,059

   無形固定資産合計 707,557 788,370

  投資その他の資産   

   投資有価証券 176,990 174,001

   敷金及び保証金 332,435 328,832

   長期売掛金 88,560 77,760

   繰延税金資産 192,748 139,131

   その他 8,700 8,700

   貸倒引当金 △71,280 △71,280

   投資その他の資産合計 728,154 657,145

  固定資産合計 1,824,163 1,796,097

 資産合計 9,027,248 7,362,355
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 89,405 39,348

  短期借入金 200,000 200,000

  未払金 189,231 161,559

  未払費用 43,691 36,284

  未払法人税等 653,478 292,481

  契約負債 64,137 43,584

  預り金 63,306 65,383

  賞与引当金 158,784 130,606

  顧客対応費用引当金 - 171,430

  その他 87,565 81,111

  流動負債合計 1,549,601 1,221,791

 固定負債   

  長期未払金 50,710 45,863

  退職給付に係る負債 11,902 15,140

  固定負債合計 62,613 61,004

 負債合計 1,612,214 1,282,795

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 865,298 865,298

  資本剰余金 553,406 553,406

  利益剰余金 6,403,741 5,068,418

  自己株式 △410,004 △410,004

  株主資本合計 7,412,441 6,077,119

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,592 2,441

  その他の包括利益累計額合計 2,592 2,441

 純資産合計 7,415,033 6,079,560

負債純資産合計 9,027,248 7,362,355
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② 【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 ※1  8,402,608 ※1  6,012,478

売上原価 1,273,705 1,040,575

売上総利益 7,128,903 4,971,903

販売費及び一般管理費 ※2  3,639,493 ※2  3,856,267

営業利益 3,489,410 1,115,635

営業外収益   

 受取利息 19 24

 受取配当金 210 282

 未払配当金除斥益 112 240

 投資事業組合運用益 - 16,810

 助成金収入 785 -

 保険配当金 781 1,024

 受取損害賠償金 - 5,279

 受取保険金 - 100,000

 雑収入 254 2,760

 営業外収益合計 2,163 126,422

営業外費用   

 支払利息 1,219 1,065

 為替差損 1,308 738

 投資事業組合運用損 8,467 -

 株式報酬費用消滅損 2,750 -

 その他 166 320

 営業外費用合計 13,911 2,125

経常利益 3,477,661 1,239,932

特別損失   

 顧客対応費用引当金繰入額 - 171,430

 特別損失合計 - 171,430

税金等調整前当期純利益 3,477,661 1,068,502

法人税、住民税及び事業税 1,012,416 342,873

法人税等調整額 30,416 53,683

法人税等合計 1,042,832 396,557

当期純利益 2,434,828 671,945

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

親会社株主に帰属する当期純利益 2,434,828 671,945
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【連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期純利益 2,434,828 671,945

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,408 △150

 その他の包括利益合計 ※1  1,408 ※1  △150

包括利益 2,436,236 671,794

（内訳）   

 親会社株主に係る包括利益 2,436,236 671,794

 非支配株主に係る包括利益 - -
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③ 【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

 (単位：千円)

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 855,673 543,781 5,656,377 △410,004 6,645,828

当期変動額      

新株の発行 9,625 9,625   19,250

剰余金の配当   △1,687,465  △1,687,465

親会社株主に帰属する

当期純利益
  2,434,828  2,434,828

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
    -

当期変動額合計 9,625 9,625 747,363 - 766,613

当期末残高 865,298 553,406 6,403,741 △410,004 7,412,441
 

 

 
その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,184 1,184 6,647,012

当期変動額    

新株の発行   19,250

剰余金の配当   △1,687,465

親会社株主に帰属する

当期純利益
  2,434,828

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
1,408 1,408 1,408

当期変動額合計 1,408 1,408 768,021

当期末残高 2,592 2,592 7,415,033
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当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

 (単位：千円)

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 865,298 553,406 6,403,741 △410,004 7,412,441

当期変動額      

剰余金の配当   △2,007,267  △2,007,267

親会社株主に帰属する

当期純利益
  671,945  671,945

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
    -

当期変動額合計 - - △1,335,322 - △1,335,322

当期末残高 865,298 553,406 5,068,418 △410,004 6,077,119
 

 

 
その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 2,592 2,592 7,415,033

当期変動額    

剰余金の配当   △2,007,267

親会社株主に帰属する

当期純利益
  671,945

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△150 △150 △150

当期変動額合計 △150 △150 △1,335,473

当期末残高 2,441 2,441 6,079,560
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④ 【連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前当期純利益 3,477,661 1,068,502

 減価償却費 260,493 295,666

 株式報酬費用 22,835 3,000

 投資事業組合運用損益（△は益） 8,467 △16,810

 賞与引当金の増減額（△は減少） 52,281 △28,178

 顧客対応費用引当金の増減額（△は減少） - 171,430

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,949 3,237

 為替差損益（△は益） △444 1,181

 受取利息 △19 △24

 受取配当金 △210 △282

 支払利息 1,219 1,065

 株式報酬費用消滅損 2,750 -

 売上債権の増減額（△は増加） 166,362 470,116

 契約資産の増減額（△は増加） △37,820 8,468

 仕入債務の増減額（△は減少） 16,426 △50,057

 契約負債の増減額（△は減少） △40,991 △20,552

 未払金の増減額（△は減少） 32,396 △8,509

 その他 △109,065 △243,457

 小計 3,855,292 1,654,797

 利息及び配当金の受取額 230 306

 利息の支払額 △1,214 △1,062

 法人税等の支払額 △1,251,633 △1,086,531

 法人税等の還付額 - 51,029

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,602,675 618,540

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △141,202 △40,449

 無形固定資産の取得による支出 △345,304 △317,376

 敷金及び保証金の差入による支出 △52,209 △700

 敷金及び保証金の回収による収入 1,500 2,208

 投資有価証券の売却による収入 - 19,356

 投資活動によるキャッシュ・フロー △537,216 △336,959

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △1,686,161 △2,005,837

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,686,161 △2,005,837

現金及び現金同等物に係る換算差額 444 △1,181

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 379,740 △1,725,439

現金及び現金同等物の期首残高 5,388,053 5,767,794

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  5,767,794 ※1  4,042,354
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 
(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

　連結子会社の数及び連結子会社の名称

連結子会社の数 3社

連結子会社の名称 株式会社アイ・アール ジャパン

 株式会社ＪＯＩＢ

 株式会社ＩＲＪビジネスコンサルティングスタッフ
 

当連結会計年度において、当社の連結子会社である株式会社アイ・アール ジャパンの子会社として株式会社ＩＲ

Ｊビジネスコンサルティングスタッフを設立したため、連結の範囲に含めております。

 
２．持分法の適用に関する事項

　該当事項はありません。

 
３．連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

 
４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

投資事業組合への投資

組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込

む方法によっております。

 
② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

仕掛品

個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

 
(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産

定額法

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物附属設備 ７年～15年

車両運搬具 ６年

工具、器具及び備品 ２年～15年
 

 
② 無形固定資産

定額法

　なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によって

おります。
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(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上して

おります。

③ 顧客対応費用引当金

　顧客との交渉を進めている特定の案件に関する解決金について、将来において支出が見込まれる金額を計上し

ております。

 
(4) 退職給付に係る会計処理の方法

　従業員の退職給付の支給に備えるため、退職金規程に基づく自己都合退職金の期末要支給額を計上しておりま

す。

 
(5）収益および費用の計上基準

　当社及び連結子会社は、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換

に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点については、以下のとおりでありま

す。

① IR・SRコンサルティング

　IR・SRコンサルティングでは、実質株主判明調査、議決権賛否シミュレーション、プロキシー・アドバイザ

リー、投資銀行業務に関する専門的な助言サービスの提供を履行義務としております。これらのサービスは、短

期間（概ね３ヶ月）で提供されるものとそれを超える一定の期間（概ね１年以内）にわたり提供されるものによ

り構成されていますが、役務提供に応じて履行義務を充足するため、実質作業期間に基づき進捗率を見積り、収

益を認識しております。顧客との契約において約束された対価に基づき取引価格を算定し、履行義務に配分して

収益を認識しております。有事案件等の成功報酬が含まれる契約については、変動対価として有事案件等の達成

条件について、最頻値法により達成の可能性を見積り、変動対価の額に関する不確実性が事後的に解消される時

点までに計上された収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り、取引価格に含めております。契約

資産は、期末日現在でサービス提供が完了していない作業に係る対価に対する権利に関連するものであり、サー

ビス提供が完了し、支払に対する権利が無条件になった時点で債権に振替えられます。取引の対価は履行義務を

充足してから主に３カ月以内に受領しておりますが、主に履行義務の充足前である顧客との契約時に受領し、契

約負債として計上する場合もあります。重要な金融要素は含まれておりません。

 
② ディスクロ―ジャーコンサルティング

　ディスクロ―ジャーコンサルティングでは、ツールコンサルティング（アニュアルレポート・統合報告書・株

主通信等、IR活動において必要とする各種情報開示資料の企画・作成支援）及びリーガルドキュメンテーション

サービス（企業再編やM&A時における各種英文開示書類の作成や和文資料の英訳等）の提供を履行義務としてお

ります。これらのサービスは、短期間（概ね３ヶ月）で提供されるものとそれを超える一定の期間（概ね１年以

内）にわたり提供されるものにより構成されていますが、役務提供に応じて履行義務を充足するため、実質作業

期間に基づき進捗率を見積り、収益を認識しております。顧客との契約において約束された対価に基づき取引価

格を算定し、履行義務に配分して収益を認識しております。取引の対価は履行義務を充足してから主に３ヶ月以

内に受領しており、重要な金融要素は含まれておりません。
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③ データベース・その他

　データベース・その他では、大量保有報告書や国内・海外公募投信における株式の組み入れ状況等を提供する

「Stock Watch」、IR活動総合サポートシステム「IR-Pro」、IR説明会への参加受付や参加者の管理等を上場企

業が一括実施することが可能な「アナリストネットワーク」等をWEB上で利用できるサービスの提供を履行義務

としております。これらのサービスは、短期間（概ね３ヶ月）で提供されるものとそれを超える一定の期間（概

ね１年以内）にわたり提供されるものにより構成されていますが、契約期間を履行義務の充足期間として、履行

義務を充足するにつれて一定の期間にわたり均等に収益を認識しております。顧客との契約において約束された

対価に基づき取引価格を算定し、履行義務に配分して収益を認識しております。取引の対価は履行義務を充足し

てから主に１年以内に受領しており、重要な金融要素は含まれておりません。

 
(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、

かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。

　

　(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

グループ通算制度の適用

グループ通算制度を適用しております。
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(重要な会計上の見積り)

１. 貸倒引当金

　　(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（単位：千円）

 前連結会計年度 当連結会計年度

貸倒引当金 71,280 71,280
 

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　① 算出方法

売上債権の入金管理や回収予定表を用いた債権の年齢管理等により、一般債権と貸倒懸念債権等の特定の債権

を把握しております。一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等の特定の債権については、個別

に回収可能性を検討し、貸倒見積額を算定して、貸倒引当金を計上しております。

 
　② 主要な仮定

特定の売上債権77,760千円に係る回収可能性の判断において、債務者の財政状態や差入担保の評価、契約等に

基づく返済スケジュールに従った回収実績、あるいは債務者との返済交渉の状況など、様々な要因を総合的に勘

案して、債権の回収可能性を評価しております。また、債権が非上場企業や個人等に対するものである場合に

は、上場企業に比べて入手可能な情報に制限があるため、その債権の回収可能性の評価にあたっては重要な見積

りが必要となります。

 
　③ 翌連結会計年度の連結財務諸表に与える影響

上記の見積りにおいて用いた経済環境等の仮定の不確実性は高いため、翌連結会計年度の連結財務諸表におい

て貸倒引当金の計上金額に重要な影響を及ぼす可能性があります。

 
２. 顧客対応費用引当金

　　(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（単位：千円）

 前連結会計年度 当連結会計年度

顧客対応費用引当金 - 171,430
 

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　① 算出方法

過去に顧客へサービスを提供した案件のうち、当該サービスに関する利益相反管理体制等に問題があったと懸

念される特定案件について、該当する顧客との関係改善及び今後の当社グループの営業活動への影響を考慮し

て、解決金に相当する額を引当金として計上しております。

 
　② 主要な仮定

当該引当金の見積りに当たっては、当該契約により提供したサービスの対価として受領した金額と関連する費

用等に加え、当社グループの支払いの意思決定やその金額の範囲、支払の合理性、交渉相手の意向など、様々な

要因を勘案して、計上金額を総合的に判断しております。

 
　③ 翌連結会計年度の連結財務諸表に与える影響

最終的な支払額は、今後の交渉による影響を受けるため、当該見積りには不確実性が含まれております。この

ため、翌連結会計年度において、顧客対応費用の見直しが必要となる可能性があります。
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３. 投資有価証券

　(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

                                               　　               (単位：千円)

 前連結会計年度 当連結会計年度

投資有価証券 176,990 174,001
 

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

  ①  算出方法

市場価格のない株式等以外のものについては時価法を、市場価格のない株式等については原価法を採用してお

ります。市場価格のない株式等以外のものについては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場

合には相当の減損処理を行い、30％から50％程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた

額について減損処理を行っております。市場価格のない株式等については、実質価額が取得価額と比べて50％以

上低下したものについては「著しく低下した」ものとし、回復可能性が十分な根拠により裏付けられる場合を除

き減損処理を行っております。また、投資事業組合への出資については、組合契約に規定される決算報告に応じ

て入手可能な直近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によって算定しておりますが、当該投

資事業組合が保有する投融資について評価の見直しが必要となる可能性があります。

 
　　②　主要な仮定

　　　　投資有価証券の評価にあたっては、市場価格のない株式等以外のものについては、市場において公表されてい

る直近の取引価格が十分な数量及び頻度の取引による期末日現在の公正な評価額を反映していない、また、市場

価格のない株式等及び投資事業組合への出資については、経済環境等の仮定に影響を受ける可能性といった不確

実性が含まれております。

 
　　③　翌連結会計年度の連結財務諸表に与える影響

　　　　予測不能な前提条件の変化等により、翌連結会計年度の連結財務諸表において投資有価証券の計上金額に重要

な影響を及ぼす可能性があります。

 
(会計方針の変更)

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとい

たしました。

なお、「金融商品関係」注記の金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項における投資信託に関する注

記事項においては、時価算定会計基準適用指針第27-３項に従って、前連結会計年度に係るものについては記載し

ておりません。

 
(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)　

該当事項はありません。

 
(表示方法の変更)

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度において、「流動資産」の「その他」に含めて表示しておりました「未収還付法人税等」は、金

額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させ

るため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「その他」に表示していた148,084千円

は、「未収還付法人税等」51,209千円、「その他」96,875千円として組み替えております。
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(連結貸借対照表関係)

　　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。

　 当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入金未実行残高は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

当座貸越極度額の総額 300,000千円 300,000千円

借入実行残高 200,000 〃 200,000 〃

差引額 100,000千円 100,000千円
 

 

(連結損益計算書関係)

※１　顧客との契約から生じる収益

　　　売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧客

との契約から生じる収益の金額は、連結財務諸表「注記事項（収益認識関係）１．顧客との契約から生じる収

益を分解した情報」に記載しております。

 
※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

役員報酬 493,170千円 378,300千円

給料及び手当 942,593 〃 899,103 〃

賞与引当金繰入額 134,547 〃 86,154 〃

退職給付費用 28,741 〃 24,041 〃

貸倒引当金繰入額 － 〃 7,366 〃

地代家賃 297,308 〃 296,323 〃

支払手数料 409,605 〃 836,734 〃

減価償却費 189,159 〃 220,853 〃
 

 
(連結包括利益計算書関係)

※１ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

その他有価証券評価差額金   
  当期発生額 2,029千円 △217千円

  組替調整額 － 〃 － 〃

    税効果調整前 2,029千円 △217千円

    税効果額 △621 〃 66 〃

    その他有価証券評価差額金 1,408千円 △150千円

その他の包括利益合計 1,408千円 △150千円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 17,838,310 1,400 － 17,839,710
 

　
（変動事由の概要）

特定譲渡制限付株式発行による増加　　　1,400株

 

２．自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 76,083 200 － 76,283
 

 

（変動事由の概要）

譲渡制限付株式報酬対象者の退職に伴う無償取得による増加　　　200株

 
３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

2021年６月10日

定時株主総会
普通株式 888,111 50.00 2021年３月31日 2021年６月11日

2021年10月29日

取締役会
普通株式 799,354 45.00 2021年９月30日 2021年12月１日

 

 
(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2022年６月17日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 1,207,913 68.00 2022年３月31日 2022年６月20日
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当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 17,839,710 － － 17,839,710
 

 

２．自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 76,283 － － 76,283
 

 
３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

2022年６月17日

定時株主総会
普通株式 1,207,913 68.00 2022年３月31日 2022年６月20日

2022年11月10日

取締役会
普通株式 799,354 45.00 2022年９月30日 2022年12月１日

 

 
(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2023年６月16日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 1,207,913 68.00 2023年３月31日 2023年６月19日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであり

ます。

 
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

現金及び預金 5,802,794千円 4,077,354千円

預入期間３か月超の定期預金 △35,000 〃 △35,000 〃

現金及び現金同等物 5,767,794千円 4,042,354千円
 

 

(金融商品関係)

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

　当社グループは、設備投資計画に照らして必要な資金を調達しております。

　一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しておりま

す。

 

(2) 金融商品の内容及びリスク

　営業債権である売掛金及び長期売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

　投資有価証券は、株式及び出資であり、市場価格の変動リスクに晒されております。

　営業債務である買掛金及び未払金は、ほとんどが３ヶ月以内の支払期日であります。また、その一部には外注

等に伴う外貨建のものがあり、為替変動リスクに晒されております。

　短期借入金は、主に運転資金を使途としております。

　敷金及び保証金は、主に本社事務所の賃貸借契約に係るものであり、賃貸人の信用リスクに晒されておりま

す。

 
(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①  信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理

　営業債権に係る信用リスクについては、主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引先ごとに期日

及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

　

② 資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理

　各部署からの報告に基づき財務部が適時に資金計画を作成・更新するとともに、手元流動性の維持などによ

り、流動性リスクを管理しております。

 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には、合理的に算定された価額が含

まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用すること

により、当該価額が異なることもあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項

　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

　

前連結会計年度(2022年３月31日)

（単位：千円）

 連結貸借対照表計上額 時価 差額

投資有価証券    

その他有価証券 108,496 108,496 －

敷金及び保証金 332,435 332,673 238

長期売掛金 88,560   

貸倒引当金（*３） △71,280   

 17,279 17,279 －

資産計 458,212 458,450 238
 

（*１）現金及び預金、売掛金、買掛金、短期借入金、未払金、未払法人税等及び預り金は短期間で決済されるため

時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（*２）市場価格のない株式等は、「その他有価証券」に含めておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額

は以下のとおりであります。

 （単位：千円）

区分
前連結会計年度
(2022年３月31日)

非上場株式 90

投資事業有限責任組合及びそれに類する組
合への出資

68,402
 

（*３）長期売掛金については、個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
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当連結会計年度(2023年３月31日)

（単位：千円）

 連結貸借対照表計上額 時価 差額

投資有価証券    

その他有価証券 108,279 108,279 －

敷金及び保証金 328,832 329,198 366

長期売掛金 77,760   

貸倒引当金（*４） △71,280   

 6,480 6,480 －

資産計 443,591 443,957 366
 

（*１）現金及び預金、売掛金、未収還付法人税等、買掛金、短期借入金、未払金、未払法人税等及び預り金は短期

間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（*２）市場価格のない株式等は、「その他有価証券」に含めておりません。市場価格のない株式等の連結貸借対照

表計上額は以下のとおりであります。

 （単位：千円）

区分
当連結会計年度
(2023年３月31日)

非上場株式 90
 

（*３）連結貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合その他これに準ずる事業体への出資については記載を省

略しております。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

 （単位：千円）

区分
当連結会計年度
(2023年３月31日)

投資事業有限責任組合及びそれに類する組
合への出資

65,631
 

（*４）長期売掛金については、個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
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(注) 金銭債権の連結決算日後の償還予定額

前連結会計年度(2022年３月31日)

（単位：千円）

 １年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

現金及び預金 5,802,794 － － －

売掛金 1,051,653 － － －

敷金及び保証金 － 332,435 － －

長期売掛金 10,000 40,000 38,560 －

合計 6,864,447 372,435 38,560 －
 

 
当連結会計年度(2023年３月31日)

（単位：千円）

 １年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

現金及び預金 4,077,354 － － －

売掛金 592,337 － － －

敷金及び保証金 － 328,832 － －

長期売掛金 10,000 40,000 27,760 －

合計 4,679,692 368,832 27,760 －
 

 
３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類し

ております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレ

ベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 
(1) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

前連結会計年度(2022年３月31日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券     

　その他有価証券     

　　株式 108,496 － － 108,496

資産計 108,496 － － 108,496
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当連結会計年度(2023年３月31日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券     

　その他有価証券     

　　株式 108,279 － － 108,279

資産計 108,279 － － 108,279
 

 
(2) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前連結会計年度(2022年３月31日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

敷金及び保証金 － － 332,673 332,673

長期売掛金 － － 17,279 17,279

資産計 － － 349,953 349,953
 

 

当連結会計年度(2023年３月31日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

敷金及び保証金 － － 329,198 329,198

長期売掛金 － － 6,480 6,480

資産計 － － 335,678 335,678
 

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１

の時価に分類しております。

敷金及び保証金

　合理的に見積った敷金及び保証金の返還予定時期に基づき、入手可能な市場利率で割り引いた現在価値により算定し

ております。時価に対して観察できないインプットによる影響額が重要な場合はレベル３の時価に分類しております。

長期売掛金

　長期売掛金は、担保及び保証による回収見込額等を用いた割引現在価値法により時価を算定しております。時価に対

して観察できないインプットによる影響額が重要な場合はレベル３の時価に分類しております。
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(有価証券関係)

１．その他有価証券

前連結会計年度(2022年３月31日)

（単位：千円）

 種類 連結貸借対照表計上額 取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 8,496 4,760 3,736

(2) 債券 － － －

(3) その他 － － －

小計 8,496 4,760 3,736

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 100,000 100,000 －

(2) 債券 － － －

(3) その他 － － －

小計 100,000 100,000 －

合計 108,496 104,760 3,736
 

（注）非上場株式・投資事業組合への出資（連結貸借対照表計上額68,493千円）については、市場価格がない株式等の

ため、上表には含めておりません。

 
当連結会計年度(2023年３月31日)

（単位：千円）

 種類 連結貸借対照表計上額 取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 8,279 4,760 3,519

(2) 債券 － － －

(3) その他 － － －

小計 8,279 4,760 3,519

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

(1) 株式 100,000 100,000 －

(2) 債券 － － －

(3) その他 － － －

小計 100,000 100,000 －

合計 108,279 104,760 3,519
 

（注）非上場株式・投資事業組合への出資（連結貸借対照表計上額65,722千円）については、市場価格がない株式等の

ため、上表には含めておりません。

 
２．連結会計年度中に売却したその他有価証券

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

　該当事項はありません。
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３．減損処理を行った有価証券

前連結会計年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

該当事項はありません。

 
当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。

 
(退職給付関係)

１．採用している退職給付制度の概要

　当社及び連結子会社は、退職一時金制度及び確定拠出年金制度を採用しております。

　なお、当社及び連結子会社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付に係る負債及び退職給付費用を計算

しております。

 

２．確定給付制度

(1) 簡便法を適用した制度の、退職給付に係る負債の期首残高と期末残高の調整表

（単位：千円）　

 
前連結会計年度

(自　2021年４月１日
 至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
 至　2023年３月31日)

退職給付に係る負債の期首残高 8,952 11,902

退職給付費用 1,993 2,283

為替差損益 963 964

退職給付の支払額 △7 △10

退職給付に係る負債の期末残高 11,902 15,140
 

 
 

(2) 退職給付債務の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債の調整表

（単位：千円）

 前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

退職給付に係る負債 11,902 15,140

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 11,902 15,140
 

　
 

(3) 退職給付費用

  簡便法で計算した退職給付費用 前連結会計年度 1,993千円 　当連結会計年度 2,283千円
 

 
３．確定拠出制度

  連結子会社の確定拠出制度への要拠出額は、前連結会計年度37,809千円、当連結会計年度29,939千円でありました。
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(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

繰延税金資産   

賞与引当金 51,434千円 42,256千円

差入保証金償却 34,453 〃 35,277 〃

貸倒引当金 21,831 〃 21,829 〃

未払事業税 32,120 〃 6,629 〃

長期未払金 15,530 〃 14,045 〃

契約負債 17,922 〃 12,134 〃

顧客対応費用引当金 － 〃 52,500 〃

繰越欠損金 35,236 〃 24,680 〃

その他 38,958 〃 36,300 〃

繰延税金資産小計 247,486千円 245,652千円

　評価性引当額（注） △39,339千円 △93,164千円

繰延税金資産合計 208,146千円 152,487千円

   

繰延税金負債   

未収事業税 △14,254千円 △12,278千円

その他有価証券評価差額金 △1,144千円 △1,077千円

繰延税金負債小計 △15,398千円 △13,356千円

繰延税金資産純額 192,748千円 139,131千円
 

 

（注）評価性引当額が53,825百万円増加しております。この増加の主な内容は、当社の繰延税金資産の回収可能性

を判断する際の企業分類を変更したことによるものであります。

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ

た主要な項目別の内訳

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

法定実効税率 － 30.6％

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されない項目 － 0.8％

住民税均等割 － 0.3％

評価性引当額の増減  5.0％

その他 － 0.3％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 － 37.1％
 

（注）前連結会計年度については、法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間の差異が法定実

効　

　　　税率の100分の５以下であるため注記を省略しております。

 
３．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

当社及び連結子会社は、当連結会計年度から、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制

度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日）に従って、法人

税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。

 
(資産除去債務関係)

　当社グループに属する会社の事務所の不動産賃貸借契約に基づく退去時における原状回復義務を資産除去債務と

して認識しておりますが、当該資産除去債務に関しては、資産除去債務の負債計上に代えて、不動産賃貸借契約に

関する保証金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当連結会計年度の負担に

属する金額を費用に計上する方法によっております。
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(収益認識関係)

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前連結会計年度(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)

  (単位：千円)

 
IR・SR

コンサルティング
ディスクロージャー
コンサルティング

データベース・
その他

合計

(一定の期間にわたって認識
される収益)
短期間で移転される財又は
サービス

6,266,857 216,469 47,233 6,530,560

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス

1,603,969 127,844 140,233 1,872,048

顧客との契約から生じる収益 7,870,827 344,314 187,466 8,402,608

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 7,870,827 344,314 187,466 8,402,608
 

 
当連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

  (単位：千円)

 
IR・SR

コンサルティング
ディスクロージャー
コンサルティング

データベース・
その他

合計

(一定の期間にわたって認識
される収益)
短期間で移転される財又は
サービス

3,007,461 100,299 33,138 3,140,898

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス

2,594,242 170,502 106,835 2,871,580

顧客との契約から生じる収益 5,601,703 270,801 139,973 6,012,478

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 5,601,703 270,801 139,973 6,012,478
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２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　「(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)４．会計方針に関する事項(5）収益および費用の計上基準」に

記載のとおりであります。

 
３．契約資産及び契約負債の残高等

  (単位：千円)

 前連結会計年度 当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 1,207,215 1,051,653

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 1,051,653 592,337

契約資産（期首残高） － 37,820

契約資産（期末残高） 37,820 29,352

契約負債（期首残高） 105,128 64,137

契約負債（期末残高） 64,137 43,584
 

　契約資産は、充足した履行義務に対する権利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えられ

ます。契約負債は、主に顧客との契約時に受領したものであり、収益の認識に伴い取り崩されます。

前連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、105,128千円でありま

す。なお、前連結会計年度中の契約資産及び契約負債の残高に重要な変動はありません。

また、過去の期間に充足(又は部分的に充足)した履行義務から、前連結会計年度に認識した収益の額に重要性はあ

りません。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、64,137千円でありま

す。なお、当連結会計年度中の契約資産及び契約負債の残高に重要な変動はありません。

また、過去の期間に充足(又は部分的に充足)した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益の額に重要性はあ

りません。

 
４．残存履行義務に配分した取引価格

　当社グループは実務上の便法を適用し、当初の予想残存期間が１年以内の残存履行義務に関する情報は含めておりま

せん。

　残存履行義務に配分した取引価格は、前連結会計年度末において45,000千円、当連結会計年度末において15,000千円

であります。当該履行義務は主に包括ファイナンシャルアドバイザリー・プロキシーアドバイザリー業務に係る契約金

額であり、概ね３年以内の履行義務が充足されるサービス提供時点に収益として認識されると見込んでおります。その

他の残存履行義務に配分した取引価格は１年以内に収益として認識されると見込んでおります。

　また、当社グループは、会計基準第51項の変動対価の額の見積りの定めに従って、成功報酬の額を見積っており、成

功条件達成前には取引価格に含めていないため、残存履行義務に配分した取引価格の注記に含めておりません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社グループの事業は、「IR・SR活動に専門特化したコンサルティング業」の単一セグメントであるため、記載

を省略しております。

　

【関連情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

 

１．製品及びサービスごとの情報

    (単位：千円)

 
IR・SR

コンサルティング
ディスクロージャー
コンサルティング

データベース・その他 合計

外部顧客への売上高 7,870,827 344,314 187,466 8,402,608
 

 
２．地域ごとの情報

(1) 売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 
(2) 有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産が連結貸借対照表の有形固定資産の90％を超えるため、記載を省略しており

ます。

 
３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。

 
当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

 

１．製品及びサービスごとの情報

    (単位：千円)

 
IR・SR

コンサルティング
ディスクロージャー
コンサルティング

データベース・その他 合計

外部顧客への売上高 5,601,703 270,801 139,973 6,012,478
 

 
２．地域ごとの情報

(1) 売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 
(2) 有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産が連結貸借対照表の有形固定資産の90％を超えるため、記載を省略しており

ます。

 
３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はありません。

 
【関連当事者情報】

　前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

 該当事項はありません。

 
　当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

　該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

 
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり純資産額 417円43銭 342円25銭

１株当たり当期純利益金額 137円07銭 37円83銭
 

(注)１.潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり当期純利益金額   

 親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 2,434,828 671,945

  普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 当期純利益(千円)

2,434,828 671,945

  普通株式の期中平均株式数(株) 17,763,155 17,763,427
 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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⑤ 【連結附属明細表】

 
【社債明細表】

　該当事項はありません。

 
【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 200,000 200,000 0.54 ―
 

　（注）１．「平均利率」については、借入金の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

 

【資産除去債務明細表】

　明細表に記載すべき事項が連結財務諸表規則第15条の23に規定する注記事項として記載されているため、記載

を省略しております。

EDINET提出書類

株式会社アイ・アールジャパンホールディングス(E31054)

有価証券報告書

73/98



(2) 【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

 
(累計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高 (千円) 1,963,998 3,080,443 4,621,922 6,012,478

税金等調整前四半期
(当期)純利益金額

(千円) 618,127 496,220 944,312 1,068,502

親会社株主に帰属
する四半期(当期)
純利益金額

(千円) 417,059 348,385 654,709 671,945

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 23.48 19.61 36.86 37.83
 

 

(会計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純
利益金額又は
１株当たり四半期純
損失金額（△）

(円) 23.48 △3.87 17.24 0.97
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２ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】　

①【貸借対照表】　

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,410,593 1,773,302

  未収入金 ※1  329,102 ※1  88,748

  前払費用 2,615 13,526

  未収還付法人税等 - 118,430

  その他 860 22,260

  流動資産合計 2,743,171 2,016,268

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物附属設備 111,044 111,044

    減価償却累計額 △27,548 △34,994

    建物附属設備（純額） 83,496 76,049

   工具、器具及び備品 72,907 72,907

    減価償却累計額 △29,585 △38,331

    工具、器具及び備品（純額） 43,321 34,575

   有形固定資産合計 126,817 110,624

  無形固定資産   

   ソフトウエア 184 0

   無形固定資産合計 184 0

  投資その他の資産   

   投資有価証券 168,402 165,631

   関係会社株式 2,137,164 2,137,164

   敷金及び保証金 96,535 96,535

   繰延税金資産 20,232 16,971

   投資その他の資産合計 2,422,334 2,416,303

  固定資産合計 2,549,336 2,526,927

 資産合計 5,292,508 4,543,196
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 200,000 200,000

  未払金 ※1  9,584 ※1  30,060

  未払法人税等 149,677 -

  賞与引当金 933 1,510

  その他 17,564 24,381

  流動負債合計 377,760 255,951

 固定負債   

  長期未払金 1,494 1,494

  固定負債合計 1,494 1,494

 負債合計 379,254 257,445

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 865,298 865,298

  資本剰余金   

   資本準備金 854,100 854,100

   その他資本剰余金 430,909 430,909

   資本剰余金合計 1,285,009 1,285,009

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 3,172,951 2,545,447

   利益剰余金合計 3,172,951 2,545,447

  自己株式 △410,004 △410,004

  株主資本合計 4,913,254 4,285,750

 純資産合計 4,913,254 4,285,750

負債純資産合計 5,292,508 4,543,196
 

EDINET提出書類

株式会社アイ・アールジャパンホールディングス(E31054)

有価証券報告書

76/98



②【損益計算書】　

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当事業年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業収益   

 受取配当金 ※1  1,855,511 ※1  1,113,306

 経営指導料 ※1  828,636 ※1  840,420

 営業収益合計 2,684,147 1,953,726

営業費用 ※1,※2  224,472 ※1,※2  576,747

営業利益 2,459,674 1,376,978

営業外収益   

 受取利息 11 14

 保険配当金 781 1,024

 未払配当金除斥益 112 240

 投資事業組合運用益 - 16,810

 受取損害賠償金 - 5,279

 受取保険金 - 100,000

 営業外収益合計 905 123,369

営業外費用   

 支払利息 1,219 1,065

 投資事業組合運用損 8,467 -

 株式報酬費用消滅損 550 -

 営業外費用合計 10,237 1,065

経常利益 2,450,342 1,499,283

税引前当期純利益 2,450,342 1,499,283

法人税、住民税及び事業税 180,294 116,259

法人税等調整額 3,616 3,260

法人税等合計 183,910 119,519

当期純利益 2,266,431 1,379,763
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③【株主資本等変動計算書】　

前事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

 
 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 855,673 844,475 430,909 1,275,384 2,593,985 2,593,985

当期変動額       

新株の発行 9,625 9,625  9,625   

剰余金の配当     △1,687,465 △1,687,465

当期純利益     2,266,431 2,266,431

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

      

当期変動額合計 9,625 9,625 - 9,625 578,965 578,965

当期末残高 865,298 854,100 430,909 1,285,009 3,172,951 3,172,951
 

 

 

株主資本

純資産合計
自己株式 株主資本合計

当期首残高 △410,004 4,315,038 4,315,038

当期変動額    

新株の発行  19,250 19,250

剰余金の配当  △1,687,465 △1,687,465

当期純利益  2,266,431 2,266,431

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

  -

当期変動額合計 - 598,215 598,215

当期末残高 △410,004 4,913,254 4,913,254
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当事業年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

 
 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 865,298 854,100 430,909 1,285,009 3,172,951 3,172,951

当期変動額       

剰余金の配当     △2,007,267 △2,007,267

当期純利益     1,379,763 1,379,763

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

      

当期変動額合計 - - - - △627,503 △627,503

当期末残高 865,298 854,100 430,909 1,285,009 2,545,447 2,545,447
 

 

 

株主資本

純資産合計
自己株式 株主資本合計

当期首残高 △410,004 4,913,254 4,913,254

当期変動額    

剰余金の配当  △2,007,267 △2,007,267

当期純利益  1,379,763 1,379,763

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

  -

当期変動額合計 - △627,503 △627,503

当期末残高 △410,004 4,285,750 4,285,750
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【注記事項】　

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 
(重要な会計方針)

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 子会社株式

移動平均法による原価法

(2) その他有価証券

その他有価証券

　市場価格のない株式等以外のもの

　決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

　市場価格のない株式等

　　移動平均法による原価法

　なお、投資事業組合への投資については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算

書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

 
２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物附属設備 ８年～15年

工具、器具及び備品 ２年～15年
 

 
(2) 無形固定資産

定額法

なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によって

おります。

 
３．引当金の計上基準

 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

 
 (2) 賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上しており

ます。

 
４.　収益および費用の計上基準

　当社は、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見

込まれる金額で収益を認識しております。

　当社の収益は、子会社からの経営指導料および受取配当金であります。経営指導料については、子会社に対し

て契約内容に応じた受託業務を提供することが履行義務であり、契約に基づく役務提供期間に応じて収益を認識

しております。取引の対価は履行義務を充足してから１か月以内に受領しており、重要な金融要素は含まれてお

りません。

 
５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

グループ通算制度の適用

グループ通算制度を適用しております。

 
(重要な会計上の見積り)

１. 投資有価証券
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　(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

                                               　　               (単位：千円)

 前事業年度 当事業年度

投資有価証券 168,402 165,631
 

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

  ①  算出方法

投資有価証券を保有しており、市場価格のない株式等以外のものについては時価法を、市場価格のない株式等

については原価法を採用しております。市場価格のない株式等以外のものについては、期末における時価が取得

原価に比べ50％以上下落した場合には相当の減損処理を行い、30％から50％程度下落した場合には、回復可能性

等を考慮して必要と認められた額について減損処理を行っております。市場価格のない株式等については、実質

価額が取得価額と比べて50％以上低下したものについては「著しく低下した」ものとし、回復可能性が十分な根

拠により裏付けられる場合を除き減損処理を行っております。また、投資事業組合への出資については、組合契

約に規定される決算報告に応じて入手可能な直近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっ

て算定しておりますが、当該投資事業組合が保有する投融資について評価の見直しが必要となる可能性がありま

す。

 
　　②　主要な仮定

　　　　投資有価証券の評価にあたっては、市場価格のない株式等以外のものについては、市場において公表されてい

る直近の取引価格が十分な数量及び頻度の取引による期末日現在の公正な評価額を反映していない、また、市場

価格のない株式等及び投資事業組合への出資については、経済環境等の仮定に影響を受ける可能性といった不確

実性が含まれております。

 
　　③　翌事業年度の財務諸表に与える影響

　　　　予測不能な前提条件の変化等により、翌事業年度の財務諸表において投資有価証券の計上金額に重要な影響を

及ぼす可能性があります。

 
２. 関係会社株式

　(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

                                               　　               (単位：千円)

 前事業年度 当事業年度

関係会社株式 2,137,164 2,137,164
 

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

  ①  算出方法

関係会社株式については、市場価格のない株式等であり、関係会社の実質価額が取得価額に比べ著しく下落し

た場合、将来の事業計画等により回復可能性が十分な証拠により裏付けられている場合を除き、減損処理を行う

こととしております。

 
　　②　主要な仮定

　　　　回復可能性の判定は将来事業計画を基礎として実施しております。当該事業計画には、将来の受注見込、案件

規模及び計上時期、並びに将来費用の見込の仮定が含まれております。

 
　　③　翌事業年度の財務諸表に与える影響

　　　　将来の不確実な経済条件の変動等により、これらの仮定と実績が異なる場合には、翌事業年度の関係会社株式

の評価に重要な影響を与える可能性があります。

 
(会計方針の変更)

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算
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定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用すること

といたしました。

 
(貸借対照表関係)

※１　関係会社に対する資産及び負債

区分掲記されたもの以外で各科目に含まれているものは、次のとおりであります。

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

未収入金 329,102千円 88,683千円

未払金 4,136 〃 4,202 〃
 

 

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。

当事業年度末における当座貸越契約に係る借入金未実行残高は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

当座貸越極度額の総額 300,000千円 300,000千円

借入実行残高 200,000 〃 200,000 〃

差引額 100,000千円 100,000千円
 

 
(損益計算書関係)

※１　関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれております。

 
前事業年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当事業年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

営業収益 2,684,147千円 1,953,726千円

営業費用 163,267 〃 163,009 〃
 

 
※２　営業費用のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当事業年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

役員報酬 65,460千円 51,478千円

給料及び手当 13,224　〃 11,459　〃

賞与引当金繰入額 933 〃 1,510 〃

地代家賃 15,554 〃 15,549 〃

支払手数料 64,407 〃 388,026 〃

減価償却費 16,521 〃 16,377 〃
 

　　

(有価証券関係）

前事業年度(2022年３月31日）

　子会社株式（貸借対照表計上額2,137,164千円）は、市場価格のない株式等のため記載しておりません。

 
当事業年度(2023年３月31日）

　子会社株式（貸借対照表計上額2,137,164千円）は、市場価格のない株式等のため記載しておりません。
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(税効果会計関係)

１．繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

繰延税金資産   

賞与引当金 285千円 462千円

未払事業税 5,253 〃 1,953 〃

長期未払金 457 〃 457 〃

差入保証金償却 10,771 〃 10,771 〃

その他 3,464 〃 3,327 〃

繰延税金資産合計 20,232千円 16,971千円

評価性引当額 －千円 －千円

繰延税金資産の純額 20,232千円 16,971千円
 

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当事業年度

(2023年３月31日)

法定実効税率 30.6％ 30.6％

（調整）   

住民税均等割 0.0％ 0.1％

受取配当金の益金不算入 △23.2％ △22.7％

その他 0.0％ 0.0％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 7.5％ 8.0％
 

 
３．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

当社は、当事業年度から、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を適用する場合の

会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の

会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。

 
(収益認識関係)

　 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「注記事項（重要な会計方針）４.収益及び費

用の計上基準」に記載のとおりであります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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④【附属明細表】　

【有形固定資産等明細表】　

区分 資産の種類

当期首

残高

 

（千円）

当期

増加額

 

（千円）

当期

減少額

 

(千円)

当期末

残高

 

（千円）

当期末減

価償却累

計額又は

償却累計

額

（千円）

当期

償却額

 

（千円）

差引当期末

残高

 

（千円）

有形固定資産
建物附属設備 111,044 － － 111,044 34,994 7,446 76,049

工具、器具

及び備品
72,907 － － 72,907 38,331 8,746 34,575

計 183,951 － － 183,951 73,326 16,193 110,624

無形固定資産
ソフトウエア 1,227 － － 1,227 1,227 184 0

計 1,227 － － 1,227 1,227 184 0
 

 
【引当金明細表】

区分
当期首残高

（千円）

当期増加額

（千円）

当期減少額

（目的使用）

（千円）

当期減少額

（その他）

（千円）

当期末残高

（千円）

賞与引当金 933 1,510 933 － 1,510
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

　連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

 

(3) 【その他】

該当事項はありません。　
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

株券の種類 －

剰余金の配当の基準日 ９月30日、３月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所
東京都千代田区霞が関三丁目２番５号　株式会社アイ・アール ジャパン　
証券代行業務部

　　株主名簿管理人 東京都千代田区霞が関三丁目２番５号　株式会社アイ・アール ジャパン

　　取次所 －

　　買取手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法

当社の公告方法は、電子公告としております。

ただし事故その他やむを得ない事由により電子公告をすることができないときは、

日本経済新聞に掲載するとしております。

当社の公告掲載URLは次のとおりであります。

https://www.irjapan.jp/koukoku/

株主に対する特典 なし
 

　（注）　当社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を行使することができない

旨、定款で定められております。

(１) 会社法第189条第２項各号に掲げる権利

(２) 会社法第166条第１項の規定による請求をする権利

(３) 株主の有する株式数に応じて募集株式の割当て及び募集新株予約権の割当てを受ける権利

(４) 株主の有する単元未満株式の数と併せて単元株式数となる数の株式を売り渡すことを請求する権利
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

　当社には、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 
２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　

　(1) 有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度 第８期(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日) 2022年６月27日関東財務局長に提出。

　

　(2) 内部統制報告書及びその添付書類

2022年６月27日関東財務局長に提出。

 

　(3) 四半期報告書及び確認書

第９期第１四半期(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日) 2022年８月10日関東財務局長に提出。　

第９期第２四半期(自 2022年７月１日 至 2022年９月30日) 2022年11月11日関東財務局長に提出。　

第９期第３四半期(自 2022年10月１日 至 2022年12月31日) 2023年２月13日関東財務局長に提出。　

　

　(4) 臨時報告書

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使書の結果）の規定に

基づく臨時報告書

2022年６月20日関東財務局長に提出。

2023年６月19日関東財務局長に提出。

 
　(5) 有価証券報告書の訂正報告書及び確認書

事業年度 第４期(自 2017年４月１日 至 2018年３月31日) 2022年９月27日関東財務局長に提出。

事業年度 第５期(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日) 2022年９月27日関東財務局長に提出。

事業年度 第６期(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日) 2022年９月27日関東財務局長に提出。

事業年度 第７期(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日) 2022年９月27日関東財務局長に提出。

事業年度 第８期(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日) 2022年９月27日関東財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
 

 

 

2023年６月19日

株式会社アイ・アールジャパンホールディングス

取締役会  御中

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

東京事務所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 矢　野　貴　詳  

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 関　根　和　昭  

 

 
＜財務諸表監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社アイ・アールジャパンホールディングスの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の連結

財務諸表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結

キャッシュ・フロー計算書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表につ

いて監査を行った。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株

式会社アイ・アールジャパンホールディングス及び連結子会社の2023年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと

認める。

 
監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国におけ

る職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
監査上の主要な検討事項

監査上の主要な検討事項とは、当連結会計年度の連結財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重

要であると判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、連結財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見

の形成において対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。
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売上債権の回収可能性

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

会社グループは、2023年３月31日現在、連結貸借対照
表において「売掛金」592,337千円及び「長期売掛金」
77,760千円を計上している。また、投資その他の資産項
目として「貸倒引当金」71,280千円を計上しているが、
その残高には長期売掛金に係る貸倒引当金残高が含まれ
ている（連結財務諸表注記（重要な会計上の見積り）
１．貸倒引当金参照）。
会社グループは、IR及びSR活動に特化したコンサルティ

ング事業を営んでいる。主に活発化するアクティビスト対
策や上場企業におけるESG対応といった昨今の市場環境を
受けて、会社グループのサービスラインは拡大傾向にあ
る。また、近年では、顧客ニーズの多様化による業容の拡
大に伴い、非上場企業や個人経営者等の取引先に対して企
業再編等の投資銀行業務を積極的に提供しており、売上債
権の回収リスクは相対的に上昇している。

会社グループは、売上債権の貸倒れによる損失に備える
ため、売上債権の入金管理や回収予定表を用いた債権の年
齢管理等により、一般債権と貸倒懸念債権等の特定の債権
を把握している。一般債権については貸倒実績率により、
貸倒懸念債権等の特定の債権については個別に回収可能性
を検討し、貸倒見積額を算定して貸倒引当金を計上してい
る。このうち、特定の売上債権77,760千円に係る回収可能
性の判断において、債務者の財政状態や差入担保の評価、
契約等に基づく返済スケジュールに従った回収実績、ある
いは債務者との返済交渉の状況など、様々な要因を総合的
に勘案して、債権の回収可能性を評価する必要がある。ま
た、債権が非上場企業や個人等に対するものである場合に
は、上場企業に比べて入手可能な情報に制限があるため、
その債権の回収可能性の評価にあたっては経営者による重
要な見積りによる必要があり、その結果、計上される貸倒
引当金の額には不確実性が伴う（連結財務諸表注記（重要
な会計上の見積り）１．貸倒引当金参照）。

こうした状況を踏まえ、一般債権と貸倒懸念債権等の特
定の債権の分類及び貸倒懸念債権等の特定の債権の貸倒見
積高の算定には、経営者よる重要な判断を伴うことから、
当監査法人は当該事項を監査上の主要な検討事項に該当す
るものと判断した。

 

　　当監査法人は、売上債権の回収可能性を検討するに
あたり、主として以下の監査手続を実施した。

・売上債権の回収可能性を判断するための内部統制の整
備及び運用状況の有効性を評価した。また、回収予定
表の正確性及び網羅性を確保するための内部統制の整
備及び運用状況の有効性を評価した。

・契約書及び関連する資料の閲覧により、貸倒懸念債権
等特定の債権に関連する業務の内容及び返済条件等を
理解した。

・売上債権の年齢表より回収予定日を超過している、若
しくは未請求の残高を識別して、回収可能性の検討が
必要となる売上債権を把握した。

・回収可能性に関してリスクを識別した特定の債権に対
して残高確認手続を実施した。

・経営者に対する質問を実施し、長期売掛金の回収可能
性に対する経営者の見解を確かめるとともに、債務者
との返済交渉状況に係る資料を閲覧して、その見解の
合理性を評価した。

・回収が長期にわたる売掛金について、合意されたスケ
ジュールに基づき回収されているかについて、入金証
憑と突合することにより検証した。

・担保が設定された回収が長期にわたる売掛金につい
て、当該担保の直近の時価を確かめた。
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特定の顧客に関する顧客対応費用引当金の計上

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

会社グループは、2023年３月31日現在、連結貸借対照
表において「顧客対応費用引当金」171,430千円を計上
している。（連結財務諸表注記（重要な会計上の見積
り）２．顧客対応費用引当金参照）。
会社グループが2023年３月７日に適時開示した「第三

者委員会の調査報告書受領に関するお知らせ」におい
て、第三者委員会により過去にサービスを提供した案件
について、利益相反管理体制等について問題があったと
評価されている。
この結果を受けて、会社グループは過去に顧客へサー

ビスを提供した案件のうち、当該サービスに関する利益
相反管理体制等に問題があったと懸念される特定の案件
について、該当する顧客との関係改善及び今後の会社グ
ループの営業活動への影響を考慮して、解決金に相当す
る額を顧客対応費用引当金として計上している。当該引
当金の計上に当たっては、当該契約により提供したサー
ビスの対価として受領した金額と関連する費用等に加
え、会社グループの支払いの意思やその金額の範囲、支
払の合理性、交渉相手の意向など、様々な要因を勘案し
て、当該引当額を見積る必要がある。そのため、将来に
おいて当該引当額と支払額の実績に乖離が生じる可能性
がある（連結財務諸表注記（重要な会計上の見積り）
２．顧客対応費用引当金参照）。
こうした状況を踏まえ、顧客対応費用引当金に関する

見積額や支払いの実行可能性には、経営者による重要な
判断や不確実性を伴うため、当監査法人は当該事項を監
査上の主要な検討事項に該当するものと判断した。

　　当監査法人は、顧客対応費用引当金に関する見積り
を検討するにあたり、主として以下の監査手続を実施
した。

・事実関係を把握するために、取締役会の議事録及び特
定の顧客との交渉記録を閲覧するとともに、会社グ
ループの経営者に対して質問した。

・会社グループの経営者に対して顧客対応の支払いを行
う意思について質問した。

・会社グループの経営者の見解及び金額の範囲の合理性
を確かめるために、顧客対応費用引当金の見積額に関
する資料を閲覧した。

・顧客対応の支払いの実行可能性及び見積額を検討する
ために、会社グループと特定の顧客との間における交
渉記録及び関連する資料を閲覧した。

・顧客対応の支払いが必要となるような同様の案件の有
無を確かめるために、顧問弁護士から確認書を入手し
た。

 

 

 
その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書

以外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、

その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の

記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内

容と連結財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そ

のような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告

することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示

する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
連結財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明

することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結財務諸表の利

用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・　連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか

結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結財務諸表の注記

事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、連結財務諸

表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証

拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している

かどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに連結財務諸表が基礎とな

る取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結財務諸表に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を

入手する。監査人は、連結財務諸表の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

意見に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要

な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

監査人は、監査等委員会と協議した事項のうち、当連結会計年度の連結財務諸表の監査で特に重要であると判断した

事項を監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止

されている場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上

回ると合理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。
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＜内部統制監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社アイ・アールジャパ

ンホールディングスの2023年３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

当監査法人は、株式会社アイ・アールジャパンホールディングスが2023年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は

有効であると表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制

の評価の基準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果について、全ての重要な点において適正に表示している

ものと認める。

 
監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統

制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準における当監査法人の責任は、「内部統制監査における監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十

分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
内部統制報告書に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

監査等委員会の責任は、財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況を監視、検証することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 
内部統制監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した内部統制監査に基づいて、内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかにつ

いて合理的な保証を得て、内部統制監査報告書において独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することに

ある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に従って、監査の過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するための監査手続を実施す

る。内部統制監査の監査手続は、監査人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて選択及び

適用される。

・　財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内

部統制報告書の表示を検討する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人

は、内部統制報告書の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責

任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した内部統制監査の範囲とその実施時期、内部統制監査の実施結果、識別し

た内部統制の開示すべき重要な不備、その是正結果、及び内部統制の監査の基準で求められているその他の事項につい

て報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上
　

 

(注) １．上記の監査報告書の原本は当社（有価証券報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

　

2023年６月19日

株式会社アイ・アールジャパンホールディングス

取締役会  御中

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

東京事務所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 矢　野　貴　詳  

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 関　根　和　昭  

 

 
監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社アイ・アールジャパンホールディングスの2022年４月１日から2023年３月31日までの第９期事業年度の財

務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表

について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会

社アイ・アールジャパンホールディングスの2023年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営

成績を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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監査上の主要な検討事項

監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要である

と判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成におい

て対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

投資有価証券の評価

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

会社は、2023年３月31日現在、貸借対照表において
「投資有価証券」165,631千円を計上している。当該残
高には、保有目的が純投資目的である株式100,000千円
及び投資事業組合への出資65,631千円が含まれている。
これらの投資有価証券のうち、市場において売買が活

発に行われていないものについては、関連する会計基準
等に従い、その他有価証券として期末日の市場価格に基
づいて算定された価額により評価することが求められ
る。しかしながら、市場において公表されている直近の
取引価格が十分な数量及び取引による期末日現在の公正
な評価額を反映していない可能性がある。
また、関連する会計基準等に従い、投資事業組合への

出資の評価について、会社は、入手可能な直近の決算書
に基づき純損益の持分相当額を純額で当期の損益に取り
込んでいる。しかしながら、当該投資事業組合が保有す
る投融資について評価の見直しが必要となる可能性があ
る。
これらの投資有価証券の評価においては、情報入手の

相対的な困難さや、経営者による主観的な判断を伴うこ
とから、当監査法人は当該事項を監査上の主要な検討事
項に該当するものと判断した。

　　当監査法人は、投資有価証券の評価について、主と
して以下の監査手続を実施した。

・経理責任者に対する質問により、投資有価証券の評価
基準を理解した。

・会社が採用している有価証券の評価基準が継続適用さ
れていることを検討した。

・市場において、売買が活発に行われていない投資有価
証券について、市場における取引実績を把握し、公表
されている取引価格と取得原価を比較した。

・投資事業組合の直近の決算書を入手して、その信頼性
を検討した。

・投資事業組合の直近の決算日後、投資事業組合及びそ
の投資先の財政状態もしくは経営成績に重大な影響を
与えるような事実が発生していないか、通常入手可能
な公表情報を検討した。

・市場において売買が活発に行われていない投資有価証
券及び投資事業組合が保有する投融資について、その
有価証券等の発行者等が公表しているIR情報等を閲覧
し、投資有価証券の評価に重要な影響を与える事象の
有無を把握した。
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その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書

以外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、

その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載

内容に対して意見を表明するものではない。

財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と

財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような

重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告

することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 
財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決

定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど

うかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計

事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要

な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

監査人は、監査等委員会と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事項を監

査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止されてい
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る場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回ると合

理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記の監査報告書の原本は当社（有価証券報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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